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なかむら踊りパレード

　7月28日(土)開催

　9団体 約600人参加

当日の写真は、市ホームページに掲載しています。ぜひご覧ください。 四万十市　市民祭

中村小学校PTA ソウルクリーム

市役所正調踊り子チーム

カズダンススクール＆幡多舞人

審査員
特別賞

審査員
特別賞

敢闘賞 敢闘賞
ひかり乳幼児保育園O. B

校PTA

審審査
特別

敢
園O. B

会長賞

第14回
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第68回 全日本女郎ぐも相撲大会

　8月4日(土)開催

　一條神社で行われる夏休みの恒例行事で、中学生

以下50人の子どもたちが集まりました。クモは体

格によって「幕内」・「十両」に分けられ、木の棒の土

俵で、相手にかみつく、棒から落とすなどの相撲を

とります。今年は幕内の部

に18人、十両の部に16人、

観光の部に16人が参加し、

小さな力士の戦いに大い

に盛り上がりました。

「東京ディズニーリゾート 35周年スペシャルパレード」

　7月28日(土)開催

しまんと提灯台パレード、第22回四万十川水泳マラソンは台風接近に伴う天候不順により中止されました。
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　7月24日（火）中央公民館にて、第1回市民ワークショップを開催しました。市民参加者29名。世代も活動
ジャンルもさまざまな皆さんに参加していただき、文化複合施設への期待の大きさが改めて伝わってきま
した。4つの班に分かれ、「既存施設を考える」をテーマに、市立文化センター、市立中央公民館、働く婦人の家
の現状について、施設や設備などのハード面、利用の仕方や運営などのソフト面、それぞれの良い点、改善が
望まれる点について意見を出し合い整理するグループワークを行いました。
　発表では、どの班からも建物や設備の老朽化やバリアフリーになっていない点などが問題点として挙げ
られ、新しい施設での改善が望まれました。日頃の実感に基づく積極的な質問・意見が数多く出るとともに、
今後の集約・整備に向けての疑問や質問、また希望や新施設への期待などの声も挙げられました。

今後の開催予定
　第2回　9月14日（金）「新しい文化複合施設の活動・事業を考える」
　第3回　11月8日（木）「新しい文化複合施設の施設機能・事業計画を考える」
　詳しくは、市公式ホームページ（http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/composite/index.html）をご覧ください。
　
【問い合わせ先】（市）企画広報課 文化複合施設整備推進室　☎（34）1501　FAX（34）1502
　　　　　　　E-mail：bunkafukugou@city.shimanto.lg.jp

～ひとが集い、賑わいが生まれる文化施設を目指して～
四万十市文化複合施設基本計画

ワークショップかわら版
第1回「既存施設を考える」

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
７
月
末
ま
で
の
県
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
は
９
１
９
件
、死
者
16
人
、負
傷

者
１
０
１
４
人
と
な
っ
て
お
り
、昨
年
同
期

と
比
べ
、件
数
・
負
傷
者
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、死
者
は
１
人
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
齢
者（
65
才
以
上
）の
方
が
被
害
に
遭
う

事
故
が
依
然
と
し
て
多
く
、事
故
死
者
の
６

割
以
上（
10
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
は
日
没
時
間
が
早
く
な
り
ま
す
。夕
暮

れ
時
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
な
ど
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、交
通
ル
ー
ル
を
守

り
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

　
９
月
21
日（
金
）〜
30
日（
日
）

■
重
点
目
標

　
１
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

　
　
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
２
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

　
　
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
３
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
４
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係
　

　
☎（
３
５
）４
１
４
７

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
地
域
振
興
係

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

○皆さんと自由で楽しい意見交換ができ、大変有意義な時間を過ごすことができました。こういうコミュ
　ニケーションを続けていけばこのプロジェクトは必ず成功すると思います。
○ワークショップへの参加ははじめてだったので、どんなものかと思いましたが、楽しかったです。災
　害時の避難場所になることも考えて太陽光発電、自家発電、雨水の利用は真剣に考えて欲しいです。
○全て古い施設なので粗探しをすればキリがないので、こういう風な施設があって、こういう風に市民
　の皆がくらしていける街にしたいなというライフデザインを創造して、そこからつくれたらもっと
　おもしろくなると思います。
○たくさんの意見が出るということは、長い間この施設にお世話になってきたということだと思いま
　す。便利すぎるものは少したつとまた不便になってしまうので、できるだけシンプルに色々な使い方
　を工夫できるものを希望します。どこに重点をおくかが難しいですね。

★各班から出された意見★
・実際にホールを利用したり、観に来たりするのは、市民の2割程度。あとの8割の人に足を運んでもらう
取り組みが必要である。また、若者が集まれる場所にしていくことも大切である。
・公演やイベントを行っていないときでも、市民が集い会話したり、軽食を楽しんだり、読書等ができる
居心地のよい空間になればよい。

1

☆★終了後に実施した『ひとことアンケート』の一部をご紹介します★☆

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―
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総
務
省
統
計
局（
高
知
県
・
四
万
十
市
）で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
調
査
は
、住
生
活
に
関

す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、全
国
約
３
７
０
万
世
帯
の

方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　
統
計
調
査
員
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
お
宅
へ
９
月
15
日
ご
ろ
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
を
配
布
し
、９
月
25
日
ご
ろ
か

ら
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

　
９
月
15
日（
土
）〜
10
月
８
日（
月
）

■
紙
の
調
査
票
で
の
回
答
　
　

　
９
月
25
日（
火
）〜
10
月
８
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）企
画
広
報
課
　
広
報
統
計
係
　
☎(

３
４)

１
８
１
０

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
地
域
振
興
係
　
☎(

５
２)

１
１
１
１

●試験日時・会場
　日時　10月14日（日）　午前8時40分集合（時間厳守）
　会場　市立健康管理センター（四万十市中村東町1丁目1-27）ほか

●受付期間　9月3日（月）～9月21日（金）（土・日・祝日除く。郵送による場合は必着。）
　　　　　　8時30分～17時15分

●受験申込書・試験案内の配布
　　①市役所本庁1階総合案内（土・日・祝日は、庁舎北側守衛室）
　　②西土佐総合支所地域企画課（土・日・祝日は、宿直室）
　　③市公式ホームページからのダウンロード
　　④郵送による請求の場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と「受験希望職種」を朱書し、宛先を明記
　　　した返信用封筒（A4サイズの角2封筒に120円切手貼付のこと）を同封して総務課人事係まで請
　　　求して下さい。

平成30年度四万十市職員採用資格試験案内（平成31年度採用）

（市）総務課人事係（本庁3階）
〒787-8501　四万十市中村大橋通４丁目10番地
☎（34）1803　または（34）1111（内線2322、2323）
＊Eメールでのお問い合わせについては、お答えできませんのでご注意ください。

問い合わせ・申込先

看護師

臨床工学技士

昭和49年4月2日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人または平

成31年4月30日までに免許取得見込みの人

昭和59年4月2日以降に生まれた人で、臨床工学技士の免許を有する人ま

たは平成31年4月30日までに免許取得見込みの人

試験職種

7名程度

1名程度

採用予定
人　　員

受　験　資　格
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四
国
地
方
を
横
断
す
る
約
４
４
０
㎞
の

四
国
横
断
自
動
車
道
は
、昨
年
３
月
31
日
に

は
悲
願
で
あ
っ
た
佐
賀
〜
大
方
間
約（
14

㎞
）が
事
業
化
と
な
り
、現
在
、国
に
お
い
て

調
査
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、窪
川
〜
佐
賀
間
の「
片
坂
バ
イ
パ

ス（
６
・
１
㎞
）」に
つ
い
て
も
、今
年
度
中
に

供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
、幡
多
地
域
へ

の
延
伸
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、８
月
７
日
、県
内
の
市
町

村
等
で
組
織
す
る
高
速
道
路
整
備
促
進
を

求
め
る
同
盟
会（
四
国
横
断
自
動
車
道
高
知

県
建
設
促
進
期
成
会（
会
長：

中
平
正
宏
市

長
）な
ど
）が
主
体
と
な
り「
平
成
30
年
度
四

国
横
断
自
動
車
道
整
備
促
進
大
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、大
方
〜
四
万
十
間
の
事

業
化
や
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
た
高

高
速
道
路
の
早
期
延
伸
に
向
け
て
整
備
促
進
大
会
を
開
催

知
自
動
車
道（
大
豊
〜
新
宮
）の
早
期
全
復

旧
な
ど
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
決
議
文

を
地
元
選
出
国
会
議
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は「
高
速
道
路
延
伸
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
、ど
う
活
か
す
か
」を
テ
ー
マ
に
、民
間

事
業
者
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、延
伸
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
の
独
創
的
な

意
見
と
と
も
に
、
今
後
、
自
分
た
ち
の「
本

業
」を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
な
ど
、ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
討
議
が
行
わ
れ
、集
ま
っ
た
１
５

０
人
の
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
大
会
や
活
動
を
通
じ
、今
後
も

市
が
主
体
と
な
っ
て
県
や
関
係
市
町
村
と

連
携
し
な
が
ら
、高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整

備
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

決議手交の様子
地域の思いを地元選出国会議員へ託す

パネルディスカッションの様子

７
月
17
日
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
中
村
宿
毛
線
運
営
協
議
会 

定
期
総
会

　
　
　
　
　
市
産
業
祭
第
１
回
実
行
委
員
会

　
　
18
日
　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
建
設
促
進
同
盟
会 

通
常
総
会

　
　
19
日
　
Ｊ
Ｒ
四
国
表
敬
訪
問 

予
土
線
要
望
活
動（
高
松
市
）

　
　
20
日
　
敷
地
地
区
要
望 

受

　
　
21
日
　
土
佐
の
小
京
都
中
村
5
5
0
年
祭
記
念
事
業 

合
同
結
婚
式
・
夜
神
楽
奉

　
　
　
　
　
納

　
　
22
日
　
第
37
回
四
万
十
市
民
大
学

　
　
23
日
　
四
万
十
川
・
横
瀬
川
ダ
ム
期
成
同
盟
会 

要
望
活
動（
高
松
市
）

　
　
24
日
　
四
国
銀
行 

創
業
1
4
0
周
年
感
謝
の
集
い

　
　
25
日
　
四
万
十
市
人
権
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
森
岡
氏 

叙
位
受
賞 

訪
問

　
　
26
日
　
高
知
県
日
台
親
善
協
会
懇
親
交
流
会（
高
知
市
）

　
　
27
日
　
西
富
山
地
区
要
望 

受

　
　
28
日
　
し
ま
ん
と
市
民
祭 

な
か
む
ら
踊
り
・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

35

　
　
　
　
　
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド

　
　
30
日
　
高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会 

通
常
総
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　
森
林
環
境
税
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
勉
強
会（
高
知
市
）

　
　
31
日
　
高
知
県
市
町
村
道
整
備
促
進
協
議
会 

要
望
活
動（
高
松
市
・
東
京
都
、〜

　
　
　
　
　
１
日
）

8
月
2
日
　
横
瀬
川
ダ
ム
建
設
期
成
同
盟
会 

要
望
活
動（
東
京
都
）

　
　
５
日
　
第
16
回
四
万
十
川
、入
田
元
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
６
日
　
赤
松
団
地
地
区
要
望 

受

　
　
7
日
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表 

下
山
選
手 

市
長
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
四
国
横
断
自
動
車
道
整
備
促
進
大
会
ほ
か

　
　
8
日
　
富
山
地
区
要
望 

受

　
　
　
　
　
海
上
保
安
協
会
土
佐
清
水
支
部 

総
会（
土
佐
清
水
市
）

　
　
9
日
　
中
村
地
区
要
望 

受

７
月
15
日
〜
８
月
14
日

市
長
日
誌
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保
護
者
が
疾
病
等
の
社
会
的
な
事
由
に

よ
っ
て
児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
に

な
っ
た
場
合
、児
童
養
護
施
設
で
一
時
的
に
養

育
・
保
護
を
す
る
事
業
で
す
。

　
利
用
は
原
則
７
日
以
内
で
、利
用
施
設
は
児

童
養
護
施
設「
若
草
園
」で
す
。

■
対
象
者

　
四
万
十
市
に
住
所
を
有
す
る
児
童
ま
た
は

　
母
子

※

た
だ
し
、医
療
機
関
へ
の
入
院
が
必
要
な
人
、

　
特
別
な
介
護
・
看
護
を
要
す
る
人
は
除
く
。

■
利
用
要
件

〇
児
童
の
保
護
者
が
、疾
病
、出
産
、看
護
、事

　
故
、
災

害

等

　
の
事
由
に
よ

　
り
児
童
を
一

　
時
的
に
家
庭

　
で
養
育
で
き

　
な
く
な
っ
た

　
場
合

〇
保
護
者
が
そ

　
の
配
偶
者
等

　
の
疾
病
そ
の

　
他
の
事
由
に

　
よ

り
、
看

病

　
す
る
た
め
児

　
童
を
一
時
的

　
に
家
庭
で
養

　
育
で
き
な
く

　
な
っ
た
場
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）子
育
て
支
援
課
　
支
援
係
　

　
☎（
３
４
）１
８
０
１

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
こ
ど
も
分
室

　
☎（
５
２
）１
１
３
２

　「
N
P
O
法
人

　
四
万
十
市
へ
の

移
住
を
支
援
す
る

会
」は
、８
月
１
日

よ
り
移
住
・
定
住

に
関
す
る
業
務
を

市
か
ら
一
部
受
託

し
ま
し
た
。
よ
り

充
実
し
た
移
住
・

定
住
支
援
を
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、新

事
務
所
を
中
村
天
神
橋
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
　
新
事
務
所
で
は
、移
住
者
交
流
会
や
空
き

家（
市
街
地
を
除
く
）の
所
有
者
向
け
の
相

談
会
を
開
催
予
定
で
す
。

　
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
は
、ぜ
ひ
、移
住
・

定
住
支
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
へ
の
移
住
を
支
援
す
る
会

　
事
務
局
　

　
☎（
3
5
）2
3
5
7

移
住
を
支
援
す
る
会

新
事
務
所
を
開
設

　
市
内
の
自
主
防
災
組
織
で
構
成
さ
れ
て

い
る
四
万
十
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
議
で

は
、よ
り
多
く
の
人
に
防
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、「
防
災
」を
テ
ー
マ

と
し
た
標
語（
合
言
葉
）と
、防
災
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
点
数

　
防
災
標
語
、防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
そ
れ
ぞ

　
れ
一
人
１
点
ま
で

■
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
人

■
応
募
方
法

　
・
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
持
参
、郵
送
、F
A
X
、電
子
メ
ー
ル
、学

　
校
経
由（
学
生
）、い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
応
募
用
紙
は
市
役
所
本
庁
総
合
窓
口
、

　
地
震
防
災
課
、西
土
佐
総
合
支
所
地
域
企

　
画
課
に
あ
り
ま
す
。ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　※

防
災
標
語
の
文
字
数
は
20
文
字
以
内

　
　
と
し
ま
す
。

　※

防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
画
材
は
色
鉛

　
　
筆
、ク
レ
ヨ
ン
、水
彩
絵
具
等
、自
由
と

　
　
し
ま
す
。

　※

防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
作
品
説
明

　
　（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
、特
徴
、性
格
、

　
　
名
前
の
由
来
、デ
ザ
イ
ン
の
理
由
等
）

　
　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
　
10
月
10
日（
水
）

■
審
査
お
よ
び
表
彰

（
１
）審
査
は
、四
万
十
市
自
主
防
災
会
連
絡

　
　
会
議
、市
で
行
い
ま
す
。
両
部
門
と
も

　
　
①
小
学
生
の
部
、②
中
学
生
の
部
、③

　
　
一
般
の
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を

　
　
選
定
し
、そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
を
１

　
　
点
選
定
し
ま
す
。受
賞
者
に
は
賞
状
お

　
　
よ
び
副
賞（
防
災
グ
ッ
ズ
等
）を
贈
呈

　
　
し
ま
す
。

（
２
）審
査
の
結
果
は
、受
賞
者
に
連
絡
す
る

　
　
と
と
も
に
広
報
で
周
知
し
、後
日
表
彰

　
　
式
を
開
催
し
ま
す
。

（
３
）最
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、四
万
十
市
自

　
　
主
防
災
会
連
絡
会
議
、市
が
行
う
防
災

　
　
イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
活
動
等
に
利
用
し

　
　
ま
す
。

■
そ
の
他（
注
意
事
項
）

　
・
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に

　
限
り
ま
す
。

　
・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
四
万
十
市
自
主

　
防
災
会
連
絡
会
議
、四
万
十
市
に
帰
属
し

　
ま
す
。

　
・
応
募
の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人

　
情
報
は
、受
賞
者
の
発
表
以
外
に
は
利
用

　
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　
四
万
十
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
議

　
事
務
局
　（
市
）地
震
防
災
課

　
☎(

３
５)

２
０
４
４

　
F
A
X（
３
４
）１
１
４
８

　E
-m
a
il：
b
o
u
sa
i@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

防
災
標
語
・
防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
支
援
短
期
利
用

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）事
業

に
つ
い
て
　

2歳児未満

0円

1,100円

3,600円

2歳児以上

0円

1,100円

2,750円

0円

300円

750円

緊急一時保
護の母親

生活保護世帯
ひとり親世帯の
うち非課税世帯
ひとり親世帯の
うち課税世帯
上記以外の世帯

【保護者負担金（日額）】
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　西日本豪雨災害の爪痕は現在も大きく残っており、復旧にはまだまだ時間が必要です。このような被害
は、河川が氾濫するほどの豪雨になると防ぎようがありません。しかし、風水害は事前に情報が手に入りま
す。平時の備え（避難所、避難ルートの事前確認、非常時持出品等）の重要性を再認識していただき、かつ命を
守るための行動をためらいなくとれるようにしておくことが大切です。このことはどんな災害にもいえる
ことです。
　P3、P4をご覧ください。事前にできること、知っておいて欲しいことを載せています。
　P3は、防災情報の入手方法や災害用伝言ダイヤルの使い方、非常時持出品などについてです。
　防災行政無線や広報車（直接的な公助）、テレビ、ラジオ、インターネットから手に入る災害・行政情報（間
接的な公助）を利用しましょう。IP告知端末や防災行政無線を聞きのがした場合、IP告知端末の最新のものか
ら順次再生する機能を利用しましょう。防災行政無線は「0880-34-7800」で「自動音声」にて、こちらも新し
いものから順に確認できます。
　地震災害等で大規模停電が発生した場合、テレビ、ラジオが使えず、スマートフォン等のインターネット
でしか情報が入手できないことも予想されます（スマートフォン等は、状況によるものの約1日は基地局の
バッテリーが電力を補い、使用できる可能性が高いようです）。
　こうした状況では、お互いが情報を伝え合うことも大切になってきます。情報を入手できた方は、情報を
入手できない方に伝えてあげてください。これも大切な共助の1つです。大規模災害時には公助はすぐに全
ての場所に届くとは限りません。公助が十分に機能するまではこうした共助が最も大切なことになります。
　P4には、津波と風水害の避難行動の違いをまとめました。風水害については、「ハザードマップを見てみよ
う（第1回）【ハザードマップP23～24】」（広報6月号）をご覧ください。避難所への避難をためらう方もいると
思います。風水害の場合は、ハザードマップで浸水しない、土砂災害の影響を受けない友人・知人宅へ身を寄
せることも避難の1つです。津波については、今後また解説していきます。

 ハザードマップの見方や活用方法などに関する出前講座を行っています。
 これまでに、6地区、3団体、2校で開催しました。お問い合わせ、お申し込みをお待ちしています。

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎（35）2044　E-mai l：bousai@city.shimanto. lg.jp

ハザードマップを見てみよう （第4回）

〜
犬
の
フ
ン
害
防
止
運
動
〜

協
力
の
お
願
い

　
犬
の
フ
ン
の
放
置
や
放
し
飼
い
の
苦
情

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、今
年
も

犬
の
フ
ン
害
防
止
運
動
の
一
環
と
し
て
、早

朝
に
市
街
地
周
辺
の
堤
防
や
河
川
敷
に
放

置
さ
れ
て
い
る
フ
ン
や
ご
み
を
拾
い
ま
す
。

　
中
村
地
区
・
具
同
地
区
・
東
山
地
区
の
区

長
会
、協
力
団
体
を
中
心
に
、愛
犬
家
を
は

じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
広
く
参
加

を
呼
び
か
け
、衛
生
環
境
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
始
式
　

　
９
月
10
日(

月)

６
時

　
赤
鉄
橋
下（
お
祭
り
広
場
）

■
活
動（
日
時
・
集
合
場
所
）

　
９
月
10
日(

月) 

開
始
式
の
後

　
　
６
時
30
分
〜
７
時
　

　
９
月
13
日(

木)

６
時
〜
６
時
30
分

　【
中
村
地
区
】

　
　
赤
鉄
橋
下(

お
祭
り
広
場)

、後
川
橋
、

　
　
佐
岡
橋
、後
川
鉄
道
高
架
橋
下(

角
崎
側)

　【
具
同
地
区
】赤
鉄
橋
下(

具
同
側)

　【
東
山
地
区
】

　
　
八
宗
田
排
水
機
場
の
北
西
堤
防
下(

安
並)

■
終
了
式
　

　
９
月
13
日(

木)

６
時
45
分

　
赤
鉄
橋
下(

お
祭
り
広
場)

※

雨
天
中
止

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　(

市)

環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎(

３
５)

４
１
４
７

P3 P4
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市
で
は
、環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
20
年
４
月
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
環

境
基
本
計
画
」に
つ
い
て
、平
成
25
年
４
月

に
中
間
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。国
に
お
け

る
環
境
政
策
の
変
化
や
、県
が
策
定
し
た

「
高
知
県
環
境
基
本
計
画
第
四
次
計
画
」、

「
高
知
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」お

よ
び
そ
の
後
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
た
環

境
行
政
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、こ
の

度
、「
第
２
次
四
万
十
市
環
境
基
本
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
の
概
要
　

・
目
標
と
す
る
環
境
像

　「
川
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」

・
基
本
目
標

　
①
四
万
十
川
を
主
と
し
た
水
辺
環
境
の

　
　
保
全
と
創
造

　
②
ご
み
の
な
い
環
境
と
循
環
型
社
会
の

　
　
構
築

　
③
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
ま
ち

　
　
づ
く
り

　
④
協
働
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

・
計
画
期
間

　
平
成
30
年
度
〜
平
成
39
年
度

　（
平
成
34
年
度
中
間
見
直
し
）

　　
本
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、必
要
に

応
じ
て
進
行
状
況
を
点
検
し
、取
り
組
み
の

効
果
の
把
握
に
努
め
、計
画
の
進
捗
状
況
や

社
会
経
済
情
勢
・
環
境
問
題
の
変
化
な
ど
に

よ
り
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、適
宜
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

※

本
計
画
に
つ
い
て
は
、図
書
館
で
閲
覧
で

　
き
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
３
４
）６
１
２
６

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
２
次
四
万
十
市
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
は
、住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
生
活

環
境
を
清
潔
で
安
全
・
快
適
な
も
の
に
す
る

と
と
も
に
、自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
が
、せ
っ
か
く
の

施
設
も
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
な

け
れ
ば
、そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
が
利
用
で

き
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、一
日
で
も
早
く
家

庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
に
流
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
下
水
道
等
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
は
、随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）上
下
水
道
課 

下
水
道
係
　

　
☎（
３
４
）６
１
２
９

―
 

違
反
広
告
物
の
一
斉
除
却 ―

　
９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は「
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
」で
す
。こ
の
間
、屋
外
広
告

物
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

普
及
・
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、９
月

６
日（
木
）に
は
、電
柱
や
信
号
機
、道
路
標

識
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
貼
ら
れ
た「
は

り
紙
」「
は
り
札
」や「
立
て
看
板
」な
ど
、条

例
に
違
反
し
て
い
る
屋
外
広
告
物
の
県
内

一
斉
除
却
・
指
導
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
美
し
い
街
並
み
の
た
め
に
、皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
屋
外
広
告
の
広
告
主
お
よ
び
広
告
業
者
の

皆
さ
ま
へ
】　

　
広
告
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、最
寄
り
の
土

木
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、県
内
で
屋
外
広
告
物
業
を
営
む
方

は
、登
録
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
県
）幡
多
土
木
事
務
所
　
維
持
管
理
課

　
☎（
３
４
）５
２
９
２

　（
県
）都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.k
o
c
h
i.lg
.jp
/

　s
o
s
h
ik
i/
1
7
1
7
0
1
/
o
k
u
g
a
i.h
tm
l

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す

毎
年
９
月
10
日
は

     

下
水
道
の
日

　広報8月号P14に掲載しました「密漁は犯罪です！」の記事中、表

（体長等の制限）に誤りがありました。お詫びして訂正します。

お詫びと訂正

（正）

名　　称

いせえび

とこぶし・あなごう

あわび

さざえ

禁止期間

5月1日～9月15日

9月1日～翌年3月31日

9月1日～翌年3月31日

9月1日～翌年3月31日

体長等の制限

殻長13㎝以下

殻長3㎝以下

殻長9㎝以下

※禁止期間外であっても漁業協同組合員でなければ採捕できません
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　四万十の日実行委員会(官民32団体で構成)は、毎年9つの事業を実施しており、平成元年発足以来、清流保
全・振興・環境教育・学習等に積極的に取り組んでいます。今月号では、3つの事業をご紹介します。

四万十の日実行委員会事業
四万十の夏といえば四万十川！今年も開催しました！

　7月14日、蕨岡中学校の参観日にて、しまんとAI
の作り方講座を開催しました。しまんとAIは、
ヨーグルト、ドライイースト、納豆、砂糖、お湯で
つくる環境浄化微生物で、それぞれの菌を培養す
ることで、環境に優しい微生物ができ、家庭排水
に含まれる化学洗剤の量を減らしたりすること
ができます。生徒は、「簡単にできるから家でも
作ってみようと思う」と感想を述べていました。

清流くん

　8月5日、市内外の小中学生親子50名が、入田大
墜付近の河原で、投網や鮎のつかみどり体験をし
ました。
　この事業は、四万十川中央漁協の組合員の皆さ
んの協力のもとで実施するもので、放流された30
㎏の鮎は、四万十川中央漁協さんに提供していた
だいたものです。投網や手づかみで捕まえた鮎
は、河原で炭火焼きにし、おいしくいただきまし
た。ありがとうございました。

　7月16日、かわらっこ(四万十市田出ノ川)周辺
の河川にて、四万十川ガキ体験事業を開催しま
した。
　この事業は今年で8回目となり、年長から小学
校6年生までの親子32名が、灼熱の太陽の下、
サップやカヌー、魚とりなどの川遊びを体験し
ました。サップを使ったレースの後は、川の水を
皆で掛け合い受賞者を祝いました。

【問い合わせ先】四万十の日実行委員会事務局　（市）環境生活課　四万十川・環境係　☎（34）6126　FAX（34）7466
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国民健康保険の加入・脱退について
　四万十市に住所があって、職場の健康保険や共済組合等に加入している人、後期高齢者医療の対象の人、生
活保護を受けている世帯の人以外は、すべて国民健康保険に加入しなければなりません。（外国人の方につい
ては、在留期間が3か月を超える場合は、国民健康保険の加入対象となります。）

★こんなときは必ず14日以内に届け出を

一部負担金の減免・徴収猶予制度について
　次のいずれかに該当したことにより、その生活が著しく困窮し、一部負担金（医療費）を支払うことが困難
な場合に、一部負担金を減免・徴収猶予する制度があります。
　(1)震災、風水害、火災その他これらに類する災害により死亡し、若しくは障害者となり、または資産に重大
　　な損害を受けたとき
　(2)干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作、不漁、その他これらに類する理由により収入が著しく減少
　　したとき
　(3）事業または業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき
　(4)その他上記に類する事由があったとき
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　（本庁）市民・人権課　国保係　☎（34）1114　（総合支所）西土佐住民分室　☎（52）1111

国民健康保険からのお知らせ

国保に加入するとき

国保を脱退するとき

変更が生じたとき

①市外から転入してきたとき　②職場の健康保険等をやめたとき　③職場の健康保険等の
被扶養者からはずれたとき　④子どもが生まれたとき　⑤生活保護を受けなくなったとき

①市外に転出するとき　②職場の健康保険等に入ったとき　③職場の健康保険等の被扶養
者になったとき　④死亡したとき　⑤生活保護を受けるようになったとき

①市内で住所が変わったとき　②世帯主や氏名が変わったとき　③世帯を分けたり、一緒
にしたとき　④修学のため市外に転出するとき

鉄道の日記念事業　第13回 中村駅まつり

　中村駅まつりは、土佐くろしお鉄道の利用促進と駅前の賑わいを創出することを目的に実施しており、今
年も鉄道の日（毎年10月14日）に合わせて開催します。
　当日は駅前だけでなく、駅構内においても25回目となる『鉄道の日記念イベント』と題してボランティア
表彰や列車運転体験（小学生以上、20組限定）、レールスター乗車体験などたくさんのイベントを行います。
　普段鉄道を利用しない方も、この機会にぜひ中村駅にお越しください。

10月13、14日　トロッコ列車「志国高知幕末維新号」が中村線、宿毛線を走ります。
　13日（中村線1往復、宿毛線1往復）・14日（宿毛線のみ3往復)
　※9月9日（日）より発売。9日は中村駅特設窓口（9時～17時）のみ、
　　翌日10日（月）以降は電話受付（9時～17時）で行います。
　※土曜、日曜、祝日は乗車列車と人数の希望受付のみ、
　　平日に折り返し連絡します。

▶日　時　10月14日（日）10時30分～16時　
　　　　　※『鉄道の日記念イベント』9時～15時
▶場　所　中村駅前広場
▶催し物　市立中村中学校音楽部演奏会、ダンス、踊り、
　　　　　クラフトショップ、飲食屋台など
▶主　催　土佐くろしお鉄道（株）
▶後　援　土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会

【問い合わせ先】
　土佐くろしお鉄道（株）　☎(35)4962（平日）　☎(35)4961（土・日・祝）

す。

「志国高知幕末維新号」
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平成30年度　全国学力・学習状況調査結果
　今年度は、4月17日に、全国学力・学習状況調査が全国一斉に実施されました。
　この調査は、児童生徒への教科指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的とし、小学校6年生と中
学校3年生を対象として実施しています。今年度は毎年実施している国語と算数・数学に加えて、3年に一度実施
している理科の教科調査と、学習意欲や生活等に関する質問紙調査を実施しましたので、調査結果についてお知
らせします。市内小中学生の学力状況を広く市民の皆さんに知っていただくことによって、学校や家庭での取組
を地域ぐるみで支えていただきたいと思っています。学校へ訪問した際など教職員との話題の一つにしてみて
ください。なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面
であることをご理解ください。

〔小学生の結果〕

基礎・基本、活用ともに良好！
高く、安定した学力の状況続く！

　主として知識に関する「A問題」の国語・算数、
活用に関する「B問題」の国語・算数、理科ともに
高知県および全国の平均正答率を優に上回りま
した。
　昨年度に引き続き、全国トップクラスに位置
する喜ばしい結果でした。小学校については、こ
こ数年、全国上位の高く、安定した学力の状況を
維持しています。

〔中学生の結果〕

学校の取組が確実な学力向上に！
三年連続で、全国並み・超の学力状況！

　主として知識に関する「A問題」の国語・数学、
活用に関する「B問題」の国語、理科で高知県およ
び全国の平均正答率を上回りました。活用に関す
る「Ｂ問題」の数学で全国平均をやや下回りまし
たが、ほぼ全国平均並みの結果となっています。
　中学校については、三年連続で、ほぼ全国平均
並みかそれを超える結果となっており、安定した
学力の状況となっています。学校の取組が目に見
える結果として表れ、嬉しい状況です。

四万十市
高知県（公立）
全国（公立）

中学校
対象学年：中学校3年生

国語Ａ
平均正答率（％）

77.7
75.3
76.1

国語Ｂ
平均正答率（％）

62.7
59.7
61.2

数学Ａ
平均正答率（％）

68.8
64.1
66.1

数学Ｂ
平均正答率（％）

46.2
43.2
46.9

理 科
平均正答率（％）

68.0
63.6
66.1

80

70

60

50

40

30
国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

四万十市

高知県（公立）

全国（公立）

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

四万十市
全 国
四万十市
全 国

どちらかといえ
ば、食べている
13.4
9.7 
14.4
12.2

あまり
食べていない

5.5
4.1
5.3
5.4

全く食べて
いない
0.4
1.4
1.0
2.6 

小
６

中
３

食べている

80.7 
84.8
79.3
79.7

１.朝食を毎日食べていますか。選択した児童生徒の割合（％） 各学校では、分析を行い、学校での指導に

生かす取り組みを進めています！
各学校では、分析を行い、学校での指導に

生かす取り組みを進めています！

四万十市
高知県（公立）
全国（公立）

国語Ａ
平均正答率（％）

75.1
70.0
70.7

国語Ｂ
平均正答率（％）

61.8
54.9
54.7

算数Ａ
平均正答率（％）

68.8
64.8
63.5

算数Ｂ
平均正答率（％）

57.4
52.7
51.5

理 科
平均正答率（％）

67.5
59.9
60.3

小学校
対象学年：小学校６年生

四万十市
全 国
四万十市
全 国

している

63.4
27.7
34.6
18.2

どちらかといえば、
している
28.3
34.9
37.0
37.0

あまりしていない

7.9
27.3
22.6
31.6

全くしていない

0.4
10.0
5.8
13.1

小
６

中
３

２.家で、学校の授業の予習・復習をしていますか。 選択した児童生徒の割合（％）

３.学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、1日当たり
　 どれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾や家庭教師含む）。選択した児童生徒の割合（％）

四万十市
全 国
四万十市
全 国

小
６

中
３

1.6
7.4
3.8
7.9

30分より少ない

9.1
23.8
15.4
16.6

30分以上、
1時間より少ない

59.1
36.9
44.7
34.2

1時間以上、
2時間より少ない

20.9
16.8
27.9
25.9

2時間以上、
3時間より少ない

9.1
12.5
6.7
10.5

3時間以上

0.4
2.5
1.4
4.9

全くしない

四万十市

高知県（公立）

全国（公立）

80

70

60

50

40

30
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規則正しい

日々の生活♪

家庭学習は学校と

ともに再確認！

親子での会話を

お願いします♪

規則正しい

日々の生活♪

家庭学習は学校と

ともに再確認！

親子での会話を

お願いします♪

６.将来の夢や目標を持っていますか。 選択した児童生徒の割合（％）

５.自分には、よいところがあると思いますか。
選択した児童生徒の割合（％）

四万十市
全 国
四万十市
全 国

当てはまる

44.5
41.2
35.1
33.7

どちらかといえば、
当てはまる
44.1
42.8
44.7
45.1

どちらかといえば、
当てはまらない

9.4
11.6
17.8
15.2

当てはまらない

2.0
4.3
2.4
6.0

小
６

中
３

四万十市
全 国
四万十市
全 国

当てはまる

66.9
68.2
56.7
45.3

どちらかといえば、
当てはまる
19.3
16.9
25.5
27.1

どちらかといえば、
当てはまらない

7.1
8.6
10.1
17.4

当てはまらない

6.7
6.2
7.2
10.0

小
６

中
３

【問い合わせ先】（市）教育委員会　学校教育課　☎（34）5445

４.家の人（兄弟姉妹は除く）と学校での出来事について話をしますか。
選択した児童生徒の割合（％）

四万十市
全 国
四万十市
全 国

している

54.3
52.8
51.0
44.7

どちらかといえば、
している
27.2
27.7
29.8
31.3

あまりしていない

12.6
15.0
18.3
17.6

全くしていない

5.9
4.4
1.0
5.9

小
６

中
３

　
８
月
18
日（
土
）、四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
の

旬
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
祝
う「
四
万
十
ぶ

し
ゅ
か
ん
解
禁
祭
」を
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド

で
開
催
し
ま
し
た
。今
年
で
３
年
目
と
な
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、特
産
品
で
あ
る
ぶ
し
ゅ

か
ん
の
生
産
者
と
消
費
者
が
、グ
ル
メ
・
音

楽
・
体
験
を
通
し
て
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
存
分
に

楽
し
み
、交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
会
場
で
は
、ぶ
し
ゅ
か
ん
を
使
っ
た
グ
ル

メ
屋
台
や
大
人
気
の
酎
ハ
イ「
ぶ
酎
ハ
イ
」

が
大
盛
況
で
、ど
の
グ
ル
メ
に
も
カ
ッ
ト
ぶ

し
ゅ
か
ん
が
添
え
ら
れ
、お
客
さ
ん
に
自
由

に
搾
っ
て
も
ら
い
、旬
の
極
み
を
味
わ
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、中
村
幼
稚
園
園
児
と
ぶ

し
ゅ
ま
ろ
ク
ン
が
、Ｐ
Ｒ
曲「
禁
断
の
果
実
」

に
合
わ
せ
た
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
共
演
、県

立
幡
多
農
業
高
校
の「
ぶ
し
ゅ
か
ん
ま
ん

じ
ゅ
う
」開
発
発
表
や
、堀
内
佳
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
な
ど
を
催
し
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
伊
与
田
四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
生
産
者
組

合
長
は「
ぶ
し
ゅ
か
ん
グ
ル
メ
に
舌
鼓
す
る

県
内
外
の
方
々
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
子

ど
も
達
の
様
子
に
感
無
量
」と
話
し
、本
市

の
資
源
で
あ
る
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
産
地
化
に

向
け
て
、生
産
者
一
同
ま
す
ま
す
生
産
の
意

欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
青
果
で
楽
し
む
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
旬
は
、10

月
中
旬
頃
ま
で
の
限
ら
れ
た
期
間
で
す
。現

在
は
加
工
品
が
通
年
販
売
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、生
産
者
が
一
番
食
べ
て
欲
し
い
青
果

の
美
味
し
さ
を
届
け
る
こ
の
よ
う
な
機
会

を
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　四

万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
生
産
者
組
合

事
務
局
　
佐
竹
貴
子

市民のひろば

四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
産
地
化
へ
発
信
！
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　生活保護は、様々な事情で生活に困っている方に対して、その程度に応じ必要な保護を行い、最低限度の
生活を保障するとともに、自分で生活していく力をつけるための援助を行なう制度です。

保護の対象となる方

　自分の持っている資産、能力を活用し、さらに扶養義務者などからの援助、ほかの法律による給付を優先
して活用した上でも、なお、生活に困窮する方。

保護のしくみ

　保護を受けることができるかどうかは、国の定める基準に基づいて算定した最低生活費と世帯の収入とを
比べて判断します。世帯の収入が最低生活費より少ない場合に、その差額を保護費として支給します。

保護の種類

１　生活扶助　食費、衣服費、光熱水費など日常の暮らしに必要な費用
２　住宅扶助　家賃、地代､家屋補修費など
３　教育扶助　義務教育に必要な学用品費、給食費など
４　介護扶助　介護サービス（施設入所､ヘルパーの利用など）の費用
５　医療扶助　病院、診療所にかかるときの費用、治療材料費など
６　出産扶助　子供を出産するときの分娩にかかる費用
７　生業扶助　仕事に就くために技能を習得するための費用、就職の支度費等
８　葬祭扶助　葬祭を行うための費用

保護を受けるには

　住んでいる地域の福祉事務所に申請することが必要です。申請に基づいて、福祉事務所は必要な調査を行
い、保護が必要かどうかを決定します。
　保護適用後には、世帯の実態に応じた訪問調査、指導、援助を行ないます。

【問い合わせ先】
　（本庁）福祉事務所 生活福祉係　☎(34)1781　（総合支所）西土佐福祉こども分室(保健課内)　☎(52)1132

生活保護制度の概要について(お知らせ)

最低生活費

収　　　入 保護が適用されないケース

保護が適用されるケース

支給される保護費

収　入

　民生委員制度は、大正6（1917）年に前身である岡山県の「済世顧問制度」が創設されて今
年で101年目を迎えています。
　民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員にな
り、無報酬でボランティアとして活動しています。任期は3年で、再任もできます。また、民
生委員は児童福祉法に定める児童委員を兼ねています。
　民生委員は、自らも地域住民の一員として、それぞれが担当する区域において、住民の生
活上のさまざまな相談に応じ、行政をはじめ適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役割を果たすとと
もに、高齢者や障害者世帯の見守りや安否確認などにも重要な役割を果たしています。

さいせい こもん せいど

～民生委員制度について～

＊民生委員は、あなたの必要な支援につなぎ、ネットワークであなたを支えます！

【問い合わせ先】
　四万十市社会福祉協議会内
　（本所）☎（35）3011　右山五月町8-3　　（支所）☎（31）6111　西土佐用井1110-31 

 

生活の不安
●ひとり暮らしでさみしい、
　何かあった時に不安
●災害が起こった時、避難を
　助けてほしい　

ご近所のこと
●最近、○○さんの姿を
　見かけない
●何日分も○○さんの家に
　新聞がたまっている

福祉サービスのこと
●困っているけどどこに相談
　していいのかわからない
●配食サービスを利用して
　みたい

虐待かも…
●隣の○○さんの家の怒鳴り
　声と子どもの泣き声がすごい
●近所の○○さんの子どもが
　何日も服を変えていない

ひとりで悩まずに相談してください

民生委員児童委員は
あなたの相談相手です

みん せい い  いん  じ  どう  い  いん
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四万十市の出来事を写真でお届けします! ーSHIMANTO CITY PHOTOSー四

女子ソフトボール「第7回東アジア選手権」出場の
下山絵理さん（蕨岡中出身）市長表敬訪問

　8月7日、女子ソフトボール「第7回東アジア選手
権」（6/10～6/16於：台湾）に日本代表として出場
し、大学2年生でチーム最年少ながら、自慢の打撃
力で日本チームの優勝・大会連覇に貢献された下
山絵理さんが市役所を訪れ、中平市長が表敬訪問
を受けました。
　懇談の中では、「多くの先輩方と一緒にプレーで
きて大変勉強になった。優勝という経験ができて
よい刺激になった。」と謙虚な発言。「もっと強くな
りたい。トップの代表になりたい。」とさらに上を
見つめる目標の高さもうかがえました。当面の目
標は9月の「全日本インカレ大会で優勝すること」
とのことですが、2年後の東京オリンピックの代表
入りも目指して頑張ってもらいたいと思います。

古津賀第2団地花の会
四国地方整備局長表彰受賞

　7月20日、国土交通行政関係功労者（道路愛護
等）として、「古津賀第2団地花の会」（代表者 渡辺
利一さん）が平成30年度四国地方整備局長表彰を
受賞し、中村河川国道事務所長から感謝状が手渡
されました。
　古津賀第2団地花の会は、古津賀地区の一般国
道56号において、長年にわたり、環境美化のため
の清掃活動および植栽を実施しています。国道お
よび周辺地域の環境浄化に寄与した功績を讃え
られました。

「堺事件」川谷銀太郎ら九士を偲ぶ

　堺事件とは、慶応4（1868）年、大阪・堺で警備等
の任務に当たっていた土佐藩兵と、フランス海軍
水兵との衝突を発端とした事件で、これにより処
分を受けた川谷銀太郎ら藩兵9名が当時の入田に
流刑になりました。
　8月5日（日）、事件から150年を迎えたことを機
に、入田地区では地元の歴史として、堺事件とそ
の流刑者九士を顕彰するシンポジウムを開催し
ました。当日は、地区内にある川谷銀太郎の墓前
での150年忌法要の後、入田桜づつみ公園内にて
記念碑の除幕式が行われました。また、堺市から
訪れた方々による川谷銀太郎の生涯を描いた紙
芝居の上演や、県立歴史民族資料館学芸課長によ
る記念講演がありました。

道の駅「よって西土佐」
～夏の感謝祭・41℃フェア～

　道の駅「よって西土佐」では、暑さ日本一を記録
した8月12日に「夏の感謝祭・41℃フェア」を開催
しました。日本一の座は、先日、埼玉県熊谷市に
譲ったとはいえ、今年もやっぱり暑い！
　フェアには暑さをアツさで迎え撃つ「激辛カ
レー」や、日本一の寒さマイナス41℃を記録した
北海道旭川産の「香ばしい焼とうもろこし」など
が登場。露地栽培日本一を誇る西土佐の米ナスを
使った冷たい「米ナススムージー」のお披露目も
行われ、試飲した人たちはその美味しさに驚いて
いました。メインイベントは、昨年より更に辛さ
をアップした「激辛うどん早食い競争」。咳き込み
ながら食べる11名の猛者たちに、来場者からアツ
い声援が送られました。
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し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

　
高
知
県
宿
毛
市
山
奈
町
芳
奈
３
番
２
号

　
☎
０
８
８
０（
６
６
）２
５
２
５

今
年
も
募
集
が
ス
タ
ー
ト
！

第
33
回
高
知
県
地
場
産
業
大
賞

　
県
内
で
製
造
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
優
れ
た

地
場
産
品（
概
ね
過
去
２
年
以
内
に
製
品
化

さ
れ
た
も
の
）、地
場
産
業
に
貢
献
の
あ
っ
た

活
動
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
の
中
か
ら
、地
場
産

業
大
賞
は
じ
め
、産
業
振
興

計
画
賞
、
地
場
産
業
賞
、
地

場
産
業
奨
励
賞
、高
校
生
を

対
象
と
し
た
高
知
県
次
世

代
賞
の
各
賞
を
決
定
し
ま

す
。皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
9
月
1
日（
土
）〜
10
月
31
日（
水
）

　
高
校
生
対
象
の「
次
世
代
賞
」は
9
月
1
日

　（
土
）〜
12
月
15
日（
土
）ま
で

▼
申
請
用
紙

　
高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
公
財
）高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
〒
7
8
1-

5
1
0
1

　
高
知
市
布
師
田
3
9
9
2-

2
　

　
☎
0
8
8（
8
4
5
）6
6
0
0
　

　
F
A
X
　
0
8
8（
8
4
6
）2
5
5
6

　E
-m
a
il:k
ig
y
o
u
sin
k
o
u
@
jo
ho
-k
o
c
hi.o
r.jp

高
知
お
も
ち
ゃ
病
院

し
ま
ん
と
診
療
所
が
開
院
中
！

こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
無
料
で
直
し
ま
す

　「
お
も
ち
ゃ
病
院
」と
は
、子
ど
も
た
ち
の

壊
れ
た「
お
も
ち
ゃ
」を
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

物
の
大
切
さ
を
教
え
、ま
た
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

　
９
月
16
日（
日
）10
時
〜
12
時

　※

毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
院
し
ま
す
。

▼
場
所

　
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階

　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
8-

13
）

▼
お
も
ち
ゃ
治
療
費

　
無
料

　※

部
品
代
は
必
要
で
す
。

▼
直
せ
る
お
も
ち
ゃ

　
対
象
年
齢
14
歳
以
下
の
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
・
受
付
募
集
！

　
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー（
お
も
ち
ゃ
を
治
療

し
て
く
れ
る
方
）と
受
付
を
し
て
く
れ
る
方

を
募
集
中
で
す
。

※

詳
細
は
、「
高
知
お
も
ち
ゃ
病
院
」ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ（http

:/
/
to
y
ho
sp
ita
l-ko
c
hi.b
lo
g
.

　jp

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
☎
0
9
0-

8
2
8
5-

6
8
5
7（
川
村
）

　
☎
0
8
0-

3
1
6
7-

5
7
0
7（
原
）

募
　
集

平
成
31
年
度
入
学
生
募
集

高
知
県
立
幡
多
看
護
専
門
学
校

社
会
人
・
推
薦
入
試（
専
願
）

　
社
会
人
入
試
　
８
人
程
度
募
集

　
高
校
推
薦
　
７
人
程
度
募
集

　
※
専
願
は
、合
格
後
、確
実
に
入
学
で
き
る

　
　
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
日
　
10
月
13
日（
土
）

▼
出
願
期
間
　
９
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）

一
般
入
試

　
20
人
程
度
募
集

▼
試
験
日
　
平
成
31
年
１
月
24
日（
木
）

▼
出
願
期
間

　
11
月
26
日（
月
）〜
12
月
14
日（
金
）

※
試
験
内
容
・
出
願
方
法
等
の
詳
細
は
、募
集

　
要
項
お
よ
び
幡
多
看
護
専
門
学
校
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
募
集
要
項
配
布
場
所

　
県
立
幡
多
看
護
専
門
学
校
、幡
多
福
祉
保

　
健
所
、県
庁
１
階
募
集
要
項
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
幡
多
看
護
専
門
学
校 

入
試
係

第60回四万十市美術展審査員の変更

　8月広報や地区回覧用チラシ等でご案内しており
ました、四万十市美術展の日本画部門の審査員が変
更になりましたのでお知らせします。

▼審査員
　日本画部門
　（変更前）上田　明德
（変更後）中村　達志

【問い合わせ先】（市）生涯学習課　☎（34）7311

高知県産素材にこだわった
WANLIFEのペットフードシリーズ

WANLIFE（四万十市）

第32回において
高知県地場産業奨励賞を受賞しました。

四万十市の受賞製品ご紹介
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JA高知はた　農作業ヘルパー登録者募集

▶ 受付　月曜日～金曜日（祝祭日除く）８時30分～17時まで

【問い合わせ先】
　中村地区　　JA高知はた幡東営農センター「無料職業紹介所」担当 田頭、藤田　☎(31)5301　　　
　西土佐地区　JA高知はた北幡営農センター「無料職業紹介所」担当 田向、安藤　☎ 0880(28)5225

 

JA営農センター

農家〔求人者〕 農作業ヘルパー
〔求職者〕雇用契約

農作業ヘルパー紹介

求人申込
求職登録

農家紹介

農作業をやりたい方、ぜひお問い合
わせください！！短時間や短期間し
か働けない方でも登録は可能です！

※賃金は、雇用者（農家）から直接ヘルパーさんへ支払
　われます。
※登録者は随時募集していますが、雇用契約の成立を
　お約束するものではありません。

農作業ヘルパー登録者と雇用者と

の契約成立のお手伝いをします。

教
室
・
講
座

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
後
期
受
講
生
募
集

　
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
て
も
い
ま
い
ち
使
い
方

が
分
か
ら
な
い
超
初
心
者
か
ら
、使
い
こ
な

し
て
い
る
方
ま
で
、ニ
ー
ズ
に
併
せ
て
楽
し

く
、仲
間
作
り
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
教
室
で

す
。見
学
も
で
き
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
〜
３
月（
後
期
）

▼
時
間
　
各
組
共
通

　
①
10
時
〜
12
時

　
②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
③
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
　

▼
内
容

　
・
基
礎
講
習（
超
初
心
者
対
象
）　

　
　
毎
週
木
曜
日

　
・
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
中
級
講
座
　

　
　
第
１
・
３
木
曜
日
　

　
・
パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座
　

　
　
第
２
・
４
木
曜
日

　
・
個
人
授
業
　

　
　
毎
週
木
曜
日
　
定
員
２
名
　
予
約
制

▼
場
所

　
市
立
中
央
公
民
館 

１
階 

情
報
学
習
室

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
　

　（
年
齢
不
問
）

▼
定
員
　
各
組
共
通
7
名
程
度
　
先
着
順

▼
受
講
料

　
無
料（
た
だ
し
、教
室
使
用
料
・
プ
リ
ン
ト
代

　
等
の
教
室
維
持
費
等
の
負
担
金
月
7
5
0

　
円
〜
3
0
0
0
円
が
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内

　
シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
愛
好
会

　
☎
０
９
０-

１
３
２
０-
５
２
１
５（
三
井
）

生
涯
学
習
講
座

市
川
笑
三
郎
一
門
に
よ
る

歌
舞
伎
の
魅
力

▼
日
時
　
９
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
19
時
〜（
開
場：

18
時
30
分
）

▼
会
場
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

▼
受
講
料
　
５
０
０
円（
全
席
自
由
席
）

▼
受
講
券
販
売
所

　
市
立
中
央
公
民
館
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、

　
市
立
図
書
館
、（
本
庁
）市
民
・
人
権
課
、（
総

　
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
、西
土
佐
教
育

　
分
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
☎（
3
4
）7
3
1
1

ご挨拶
　「ようこそ歌舞伎へ！」
　市川　笑三郎

講座「歌・舞・伎」
　福井浩二　 構成
ナビゲーター
　市川三四助
　市川　翔三

歌舞伎舞踊
　道行初音旅
　義太夫「吉野山」

第
一
部

第
二
部

　市川笑三郎がご挨拶を兼ねて、歌舞伎の魅
力や歌舞伎俳優の裏話、また、明日を担う門
弟たちへの思いを語ります。

　歌舞伎の持つ三つの要素を、ユーモアを交
えて楽しく、わかり易く実技とともに解説し
ます。

静御前　市川　笑三郎
狐忠信　市川　翔乃亮
　　　　(四万十市出身　中村高校卒)

　歌舞伎の有名狂言『義経千本桜』の四段目
の口、所作事です。名作をお楽しみください。
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教
室
・
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座

健
康
・
福
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そ
の
他
・
相
談



働
く
婦
人
の
家
講
座

①
骨
盤
体
操（
西
土
佐
）　

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、健
康
づ
く
り
に
、楽
し
く

骨
盤
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時

　
10
月
1
日
〜
29
日（
毎
週
月
曜
日
・
10
月
8

　
日
を
除
く
全
４
回
）

　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分

▼
場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
20
人
程
度

▼
講
師
　
シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、敷
物（
ヨ

　
ガ
マ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
、ア
ル
ミ
の
シ
ー

　
ト
等
）、運
動
靴（
上
履
き
）、飲
み
物

▼
申
込
受
付
　
９
月
10
日（
月
）〜

②
ペ
ン
字
書
道
　

▼
日
時

　
10
月
12
日
〜
11
月
16
日（
毎
週
金
曜
日
・
全

　
６
回
）

　
19
時
〜
21
時

▼
場
所
　
働
く
婦
人
の
家
　
2
階 

講
習
室
A

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
７
人
　
※
初
心
者
を
優
先
し
ま
す

▼
講
師
　
浜
町
　
史
　
　
　
　

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
デ
ス
ク
ペ
ン
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
、筆
ペ

　
ン
、便
せ
ん
、（
お
持
ち
の
方
は
）硬
筆
用
下

　
じ
き
）

▼
申
込
受
付
　
９
月
10
日（
月
）〜

③
き
も
の
着
付
け

　
今
秋
も
、毎
年
好
評
の「
き
も
の
着
付
け
講

座
」を
開
講
し
ま
す
。
き
も
の
が
好
き
な
方
、

き
も
の
の
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
た
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
９
月
27
日（
木
）〜
11
月
22
日（
木
）（
毎
週

　
月
・
木
曜
日
・
10
月
8
日
を
除
く
全
16
回
）

　
19
時
〜
21
時

▼
場
所
　
働
く
婦
人
の
家 

２
階 

和
室

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員

　
13
人
　
※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す

▼
講
師
　
間
崎
　
益
美

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
初
日
は
ゆ
か
た
一
式（
ゆ
か
た
・
半
幅
帯
・

　
伊
達
締
め
１
本
・
前
板
１
枚
・
腰
紐
２
本
）

　
※
２
回
目
以
降
は
講
師
の
指
示
す
る
も
の

　
　
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
　
９
月
10
日（
月
）〜

④
パ
ド
マ
・
ヨ
ー
ガ
療
法（
２
）

　
や
さ
し
い
動
き
で
、
無
理
せ
ず
自
分
の

ペ
ー
ス
で
出
来
る
の
で
、初
心
者
の
方
に
も

お
す
す
め
の
ヨ
ー
ガ
で
す
。

▼
日
時

　
10
月
２
日
〜
30
日（
毎
週
火
曜
日
・
全
５
回
）

　
19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所
　
働
く
婦
人
の
家
　
2
階
　
和
室

▼
対
象

　
四
万
十
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
12
人

▼
講
師
　
野
村
　
厚
子
　
　
　
　

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
物

　
飲
み
物
、バ
ス
タ
オ
ル
2
枚
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
ま
た
は
敷
物
用
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚

▼
申
込
受
付
　
９
月
14
日（
金
）〜

①
②
③
④
共
通

▼
申
込
受
付
時
間

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　
い
ず
れ
の
講
座
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
　

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
働
く
婦
人
の
家
　
☎（
３
４
）６
２
９
９

郷
土
資
料
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

「
郷
土
資
料
館
を
探
検
!!
」

▼
日
時
　
9
月
23
日（
日
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
　
市
立
郷
土
資
料
館

▼
入
場
料
　
無
料

▼
定
員
　
先
着
20
名（
小
学
校
3
年
生
以
上
）

▼
探
検
内
容

　
館
内
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
、今

　
し
か
見
ら
れ
な
い
資
料
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

　
ド（
裏
舞
台
）を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
子
供

　
は
も
ち
ろ
ん
、大
人
同
士
で
の
参
加
も
お

　
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
9
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
）

　
※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
、
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　
ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
は
主
催
者
側
で
加

　
入
す
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
対
応
し
ま

　
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
市
立
郷
土
資
料
館

　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
3
5
）4
0
9
6

　E
-m
a
il：
siry
o
uka
n

＠c
ity
.shim

a
nto
.lg
.jp

　

7月ツアーの様子
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催
　
し

四
万
十
川
国
際
音
楽
祭
2
0
1
8

中
村
交
響
楽
団
演
奏
会
in
西
土
佐

　
西
土
佐
中
学
校
音
楽
部
や
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
講
座
生
と
の
合
奏
も
あ
り
ま

す
。
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
7
日（
日
）

　
14
時
開
演（
13
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
　
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
曲
目

　
山
下
洋
輔：

T
he
 S
ce
ne
ry
 of the

 S
tre
a
m

　
　
　
　
　 

「
流
れ
の
風
景
」

　
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク：

「
天
国
と
地
獄
」序
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

交
響
曲
第
5
番
ハ
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調「
運
命
」よ
り

　
演
歌
メ
ド
レ
ー
　
な
ど

　（
曲
目
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
チ
ケ
ッ
ト

　
一
般
　
5
0
0
円（
全
席
自
由
席
）

　
高
校
生
以
下
　
無
料

　
◎
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　
　
市
立
中
央
公
民
館
・
市
立
図
書
館
・
市
立

　
　
図
書
館
西
土
佐
分
館
・
西
土
佐
教
育
分

　
　
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
川
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会

　（
市
立
中
央
公
民
館
内
）　

　
☎（
3
4
）7
3
1
1
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健
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福
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そ
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他
・
相
談



ス
ポ
ー
ツ

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

P
ｌ
u
ｓ
公
式
戦

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

V
S

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ

　
駒
田
監
督
が
や
っ
て
く
る
!!

　
ホ
ー
ム
最
終
戦
!!
優
勝
を
左
右
す
る
試
合

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
日
程
　
9
月
15
日（
土
）

▼
時
間
　
試
合
開
始
　
13
時
〜

▼
場
所
　
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

▼
入
場
料
　
無
料（
市
後
援
試
合
）

▼
少
年
野
球
教
室
開
催

　
試
合
終
了
後
、フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

ス
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団

　
事
務
所

　
☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　
☎（
3
7
）4
5
7
2

四万十市文化祭を開催します。お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

第14回  四万十市文化祭のご案内 （9月～10月前半）

※中央公民館での展示部門は、最終日は16：00まで。

主催：四万十市文化祭執行委員会　　共催：四万十市　四万十市教育委員会

10月後半以降の行事は、広報しまんと10月号でご案内します。

【問い合わせ先】（市）生涯学習課  ☎（34）7311

会　場開催日時行　事　名

太極拳ふれあいフェア

デッサンクラブ陶芸展

諸流秋のいけばな展

各流合同茶会

ここでえいがかい！？

第41回上映会「家路」

第26回中村写真クラブ写真展

第42回合唱団むぎ発表会

第27回合同吟詠発表会

第49回中村俳句大会

四万十漫画倶楽部

秋の漫画フェスタ2018

中村写友会写真展

第41回日本アカデミー賞最優秀作品

「三度目の殺人」「ラ・ラ・ランド」上映会

川柳中村大会

中央公民館　大ホール

中央公民館　展示ホール

中央公民館　大ホール

中央公民館

大会議室・和室ⅠⅡ

中央公民館　大ホール

中央公民館　展示ホール

中央公民館　大ホール

文化センター　大ホール

社会福祉センター　大会議室

中央公民館　大会議室

中央公民館　展示ホール

文化センター　大ホール

JAはた農協会館

　4階大ホール

9月9日（日）

開場13：30開演14：00

9月13日（木）～16日（日）

開場　9：00

9月22日（土）～23日（日）

開場　9：00

9月23日（日）

開場　9：00

9月29日（土）～30日（日）

29日　開演①14：00　②19：00

30日　開演①10：00　②14：00

10月6日（土）～10日（水）

開場　9：00

10月7日（日）

開場13：00　開演13：30

10月7日（日）

開場12：30　開演13：30

10月7日（日）

開場9：00　開演12：00

10月9日（火）～14日（日）

開場　9：00

10月12日（金）～16日（火）

開場　9：00

10月14日（日）

開場9：30　開演10：00

10月14日（日）

開場10：00　開演13：00
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四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

味
の
素
協
賛
事
業

岩
崎
恭
子
　
小
学
生
水
泳
教
室

　
第
24
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の

ゲ
ス
ト
岩
崎
恭
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、水

泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
金
メ
ダ

リ
ス
ト
か
ら
、水
泳
の
楽
し
さ
や
泳
ぎ
方
の

基
礎
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
10
月
20
日（
土
）14
時
〜
15
時

▼
会
場
　
市
立
温
水
プ
ー
ル

▼
対
象
者
　

　
25
ｍ
以
上
泳
げ
る
小
学
３
〜
６
年
生

　
※
四
万
十
市
・
四
万
十
町
在
住
の
方

▼
定
員
　
50
名（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
募
集
期
間

　
９
月
18
日（
火
）〜
28
日（
金
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
主
催

　
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

▼
申
込
方
法

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
、ま

　
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
保
護
者
ま
た
は
本
人
の
申
込
に
限
り
ま

　
　
す
。

▼
そ
の
他

　
教
室
中
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、主
催
者

　
で
か
け
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
対
応
し

　
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】 

　
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
３
４
）０
６
０
５

　
　 

「
土
佐
の
小
京
都
中
村

　
　 

５
５
０
年
祭
記
念
事
業
」

　
　 

一
條
大
祭
少
年
相
撲
大
会

　
心
身
と
も
に
健
全
で
明
る
く
た
く
ま
し
い

児
童
の
育
成
と
、相
撲
競
技
の
普
及
を
目
的

と
し
た
一
條
大
祭
少
年
相
撲
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時

　
11
月
23
日（
金
・
祝
）8
時
30
分
〜

▼
会
場

　
四
万
十
市
中
村
天
神
橋
39
番
地（
旧
土
豫

　
銀
行
跡
地
）

▼
競
技
方
法

　
団
体
戦

　
　
１
〜
３
年
生
の
部（
男
女
混
合
）と
４
〜

　
　
６
年
生
の
部（
男
女
別
）

　
※
小
学
校
対
抗
を
基
本
と
し
ま
す
が
、中

　
　
村
南
小
、具
同
小
、中
村
小
、東
山
小
以

　
　
外
の
小
規
模
校
は
近
隣
学
校
と
の
合
同

　
　
参
加
可
。

　
個
人
戦

　
　
学
年
別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
。
団
体

　
　
戦
と
同
じ
く
１
〜
３
年
生
の
部
は
男
女

　
　
混
合
、４
〜
６
年
生
の
部
は
男
女
別
。

▼
服
装
等

　
大
会
事
務
局
で
用
意
す
る
ま
わ
し
を
着
用

　
し
ま
す
。

　
男
子
は
上
半
身
裸
で
体
操
服
等
の
ズ
ボ
ン

　
の
着
用
を
認
め
ま
す
。

　
女
子
は
上
下
体
操
服
等
で
の
参
加
と
し
ま

　
す
。

　
土
俵
は
相
撲
マ
ッ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

▼
保
険

　
事
故
へ
の
対
応
は
、主
催
者
側
で
加
入
す

　
る
保
険
の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
参
加
資
格

　
原
則
、幡
多
地
区
の
小
学
生（
応
募
多
数
の

　
場
合
は
市
内
優
先
）

▼
受
付
期
限
　
9
月
21
日（
金
）

▼
申
込
方
法

　
市
内
各
小
学
校
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

　
土
佐
の
小
京
都
中
村
５
５
０
年
祭
実
行
委

　
員
会

▼
主
管
　
高
知
県
相
撲
連
盟
四
万
十
支
部

▼
後
援

　
四
万
十
市
、四
万
十
市
教
育
委
員
会
、四
万

　
十
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会
、四
万
十

　
市
三
原
村
体
育
主
任
会
、幡
多
地
区
小
学

　
校
体
育
連
盟
　
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
３
４
）２
０
７
１

介
護
予
防

「
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」

　
こ
の
教
室
は
、温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

膝
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
水
中
運
動
に
よ

り
、筋
力
ア
ッ
プ
や
柔
軟
性
な
ど
身
体
の
機

能
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
の
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
教
室
で
す
。　
　

　
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
必
要

性
を
知
る
と
と
も
に
、運
動
を
習
慣
化
で
き

る
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
普
段
運
動
さ

れ
て
な
い
方
や
、体
力
に
自
信
の
な
い
方
で

も
、無
理
な
く
楽
し
め
る
運
動
メ
ニ
ュ
ー
で

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
期
間
　
10
月
〜
平
成
31
年
２
月

▼
時
間

　
12
時
15
分
〜
13
時
15
分（
受
付
11
時
30
分
〜
）

▼
コ
ー
ス
／
定
員

　
・
毎
週
月
曜
日
コ
ー
ス（
全
15
回
）／
40
人

　
・
毎
週
金
曜
日
コ
ー
ス（
全
15
回
）／
40
人

　
※
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、こ

　
　
の
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
、

　
　
ま
た
は
全
日
程
参
加
で
き
る
方
を
優
先

　
　
し
ま
す
。

▼
場
所
お
よ
び
内
容
　

　
・
10
月
〜
12
月（
10
回
）

　
市
立
温
水
プ
ー
ル（
安
並
）

　
水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど

　
の
水
中
運
動

　
・
平
成
31
年
1
月
〜
2
月（
５
回
）

　
市
立
武
道
館（
安
並
）

　
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

　
※
各
コ
ー
ス
の
実
施
前
後
に
体
力
・
体
組
成

　
　
測
定
お
よ
び
講
習
日
毎
に
健
康
チ
ェ
ッ

　
　
ク（
体
重
・
血
圧
）を
行
い
ま
す
。

　
※
必
ず
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用

　
　
願
い
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
も
無
料
）

▼
対
象
者

　
65
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し

　
て
い
る
方

　
※
持
病
の
あ
る
方
は
事
前
に
か
か
り
つ
け

　
　
医
師
に
プ
ー
ル
で
運
動
を
し
て
よ
い
か

　
　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
指
導
者
　

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
指
導
者

▼
募
集
期
間
　
９
月
10
日（
月
）〜
21
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】　

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
３
４
）２
０
７
１
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【連載】 けんこうだより⑯【連載】 けんこうだより⑯【連載】 けんこうだより⑯
子どものむし歯と予防

　市では幼児期からむし歯になっている子どもの割合が、県平均に比べおよそ1.6倍と高くなっています。
食後の歯磨きが十分でないことや、おやつの時間を決めずにダラダラと食べることなどが原因として考え
られます。

　市では幼児期からむし歯になっている子どもの割合が、県平均に比べおよそ1.6倍と高くなっています。
食後の歯磨きが十分でないことや、おやつの時間を決めずにダラダラと食べることなどが原因として考え
られます。

むし歯にならないために
①正しい食生活を心がける
　口の中では、むし歯菌が食べ物の糖に反応し歯の表面を
溶かす「脱灰」と、歯を健康な状態に戻す「再石灰　化」が繰
り返されています。ダラダラと長い間食べ続けると脱灰が
続き、再石灰化が追いつかなくなりむ　し歯になります。
お菓子などをダラダラと食べないように生活リズムを整

24.9％

四万十市（H29年） 高知県（H29年） 全国（H28年）

15.4％ 15.8％

3歳児健診でむし歯があると
診断された子どもの割合（％）

むし歯にならないために
①正しい食生活を心がける
　口の中では、むし歯菌が食べ物の糖に反応し歯の表面を
溶かす「脱灰」と、歯を健康な状態に戻す「再石灰化」が繰り
返されています。ダラダラと長い間食べ続けると脱灰が続
き、再石灰化が追いつかなくなりむし歯になります。お菓
子などをダラダラと食べないように生活リズムを整えま
しょう。おやつは食べる時間と量を決めましょう。

②むし歯菌を増やさない
　食後には必ず歯磨き（仕上げ磨き）をしましょう。奥歯の溝など、食べカスが残りやすい部分は時間をか
　けて丁寧に磨くように。糸ようじなどで歯間の掃除をすることも大切です。
③歯の質を強くする
　歯の質には個人差がありますが、「フッ素」を利用することでむし歯菌に負けない強い歯にすることがで
　きます。

フッ素の効果は？
　①酸に溶けにくい強い歯にする　②再石灰化を促進し、穴のあく前の初期むし歯を修復する　③むし歯
菌の働きを弱めるといった効果があります。フッ素は自然界に広く存在し、飲料水やほとんどの食品に含
まれています。
　生えたばかりの永久歯は軟らかくむし歯になりやすいため、永久歯が生えはじめる幼児期からフッ素を
利用すると効果的です。

フッ素によるむし歯予防の取り組み
　市では、幼児期のむし歯予防のためにフッ素を活用しています。

＜フッ素塗布＞
　幼児健診の際に、希望される方には歯科衛生士によるフッ素塗布を行っています。フッ素を歯の表面に
塗る方法で、年に3～4回行うと効果的で歯科医院で行うことができます。予防効果は30～40％といわれて
います。

＜フッ素洗口＞
　市内保育所等に通園する4・5歳児を対象にフッ素洗口を行っています。週に1回フッ素の入った洗口液
で、1分間の音楽に合わせてブクブクうがいを行うもので、予防効果は50～80％と言われています。

　むし歯を予防するためには、「決められた時間にしっかりと食事する」「食べた後には必
ず歯磨きをする」「歯の質を強くする」の3点に気をつけることが大切です。子どもの頃か
ら食後の歯磨きなど、正しい生活習慣を身につけましょう。

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課　地域保健係　☎（34）1823
　　　　　　　（総合支所）保健課　保健係　☎（52）1132

　中村京町2丁目の西原功様より市民病院へ千日紅（センニチコウ）な

どの花の苗を寄付していただき、後川テニスクラブ有志の皆さんで病

院正面玄関前の花壇に植え込みをしていただきました。

　暑い日が続く中で、きれいな花を咲かせ、来院される方の目を楽しま

せてくれると思います。

　ありがとうございました。

だっかい
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　8月4日（土）、平成30年度大規模地震医療活動訓練が実施されま
した。この訓練は南海トラフ地震を想定し、災害時における医療救
護体制の検証と各関係機関の連携を図ることを目的として、高知
県、香川県、徳島県、大分県、宮崎県の5県において実施されました。
訓練には内閣府、厚生労働省、国土交通省、警察庁、消防庁、各都道
府県などが参加し、全国各地から300を超す医療チーム（356施設、
377チーム）と各県の医療機関125病院（高知県20病院）が参加しま
した。
　当院も、幡多けんみん病院、幡多福祉保健所、市役所等とともに
参加し、院内災害対策本部の運営、多数傷病者対応、重症患者の搬
送、医療チームの受け入れ訓練などを実施しました。
　今回の訓練を通じ、各関係機関との連携、情報伝達や医療チーム
の受け入れの難しさなどを改めて実感しました。
　今後も市民に信頼される良質な医療を提供していくとともに、
災害に備え、市民の命を守れるように努めてまいります。
【問い合わせ先】市民病院　☎(34)2126

～市民病院だより～ vol.3
大規模地震医療活動訓練について

外来延患者数

　内科

　外科

　整形外科

　脳神経外科

　泌尿器科

　透析

入院延患者数

4,023人

2,087人

162人

593人

269人

389人

523人

2,466人

〇平成30年7月外来・入院延患者数

院内災害対策
本部の運営

多数傷病者への対応

育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

保 育 所 名

愛育園

もみじ保育所

下田保育所

川登保育所

竹島保育所

9月10日

9月19日

9月20日

10月2日

10月5日

月

水

木

火

金

時　間

9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

10：00 ～ 11：00

9：30 ～ 11：00

駐車場

数台有

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。
月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

もみじで遊ぼう
もみじ保育所の広い園庭でかけっこをしたり、遊具で遊んだ
りするよ。お母さんと一緒に運動会ごっこを楽しもうね♪
①グループ９月13日(木)、②グループ14日(金)
9：30～11：00
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

時

場

体育遊び
ぽっぽのホールで運動会ごっこ。かけっこをしたり、ブー
ブーカーに乗ったり…みんなで楽しみましょう♪
①グループ9月27日（木）、②グループ28日（金）　
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合がありま
　すので、あらかじめご連絡下さい。（活動内容によっては、
　ご遠慮をお願いする場合もあります）
　①など番号が付いている活動は、日程ごとにグループに
　分かれます。

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

体育遊び
ぽっぽのホールで、ハイハイやかけっこをするよ。ブーブー
カーにも乗せてもらおうね！泣かずに乗れるかな？
どちらかで参加してね！
9月19日（水）、20日（木）　9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

　　その他の活動　

時

場

理学療法士さんが身体の発達のお話をしてくれます。発達
に合った遊びや運動などいろいろ勉強になるのではない
でしょうか？ぜひ、誘い合って聞きに来てください。
10月11日（木）　10：00～11：30
子育て支援センター

◆ぽっぽの広場（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター
“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（35）3748
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1年に1度は健診を

胃がん（バリウム）検診
特定健診（注1）・前立腺がん検診

乳がん検診

乳がん検診
マム＆チルドレン
3歳児健診
胸部レントゲン（肺がん・結核検診）
胃がん（バリウム）検診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

7か月児・10か月児健診
乳幼児相談・ママタッチ教室・ミニ講話

特定健診結果説明会

胃がん（バリウム）検診

特定健診（注1）・前立腺がん検診

出張健康相談
マム＆チルドレン
胸部レントゲン（肺がん・結核検診）

胃がん（バリウム）検診

ひまわり健診・前立腺がん検診

1歳9か月児健診
大腸がん検診(容器配付）
定例健康相談

特定健診結果説明会

大腸がん検診(容器提出）

特定健診結果説明会

八束小学校体育館

間崎多目的集会施設
保健センター
具同体育センター
健康管理センター
地区巡回

文化センター

健康管理センター
健康管理センター

本庁101会議室

具同体育センター

JA高知はた西土佐支所
具同体育センター
地区巡回

口屋内出張診療所

津野川集会所
健康管理センター
地区巡回
西土佐総合支所
公民館鴨川分館
口鴨川集落センター
板ノ川集会所
若藤地区集会所
利岡集会所
岩田集会所
佐田地区集会所
地区巡回
田野川甲集会所
田野川乙集会所
敷地集会所

7：30～9：30
8：00～11：00
9：20～11：30
13：20～15：30

8：50～11：00、13：10～15：20
10：00～11：30
12：50～13：30
個別通知
7：30～9：30

8：00～11：00

13：30～15：00

12：50～13：30
9：30～11：00

9：00～12：00

7：30～9：30

8：00～11：00
13：30～15：00
9：00～11：00
10：00～11：30
個別通知

8：30～9：30

9：00～10：00
13：30～14：30
12：50～13：30
9：00～14：30
9：00～11：00
9：00～9：30
9：45～10：15
10：30～11：00
11：10～12：00
13：00～13：30
13：45～14：45
15：00～15：40
7：00～9：00
9：30～10：00
10：20～10：50
11：10～11：40

11日（火）

12日（水）

13日（木）

18日（火）

19日（水）
20日（木）

21日（金）

25日（火）

26日（水）

27日（木）

28日（金）

1日（月）

3日（水）

4日（木）

時間

9月

10月

事業名月日 場所

八束地区

個別通知

中村地区（注2）
中村地区（注2）
一条通1～5丁目・大橋通
1～4丁目・東町1～3丁目
新町1～5丁目・本町1～
5丁目・京町1～5丁目

大橋通5～7丁目・右山・右山
元町・不破・不破出来島・角崎・
不破上町・不破緑ヶ丘・駅前
町・右山天神町・右山五月町
入田・具同（中組）・
具同田黒2～3丁目
入田・具同（中組）
具同田黒2～3丁目

中村地区（注2）

奥屋内上・奥屋内下・
黒尊・口屋内・玖木

津野川・津賀・橘

中筋・東中筋・具同地区

奥鴨川
口鴨川
板ノ川
若藤
利岡
岩田
佐田
中筋・東中筋・具同地区
田野川甲
田野川乙
敷地

該当地区

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課 ☎（34）1115・（34）1823　（総合支所）保健課　☎(52)1132

健
診
・
検
診

（注1）特定健診、ひまわり健診は30歳以上の国民健康保険に加入している人、後期高齢者医療保険に加入している人で受診券を送付してい
　　  る人および、40歳以上の協会けんぽ等に加入している被扶養者で受診券を取得している人が対象です。
（注2）検診申込者が多いため検診日を増やし、人数調整してご案内しています。事前に市が受診券を送付している人が対象となります。
※9月10日までの計画については、広報しまんと8月号に掲載しています。

精神保健福祉相談

精神障害者または精神障害の疑いのある方やそのご家族に対し、精神科医師による相談を開催します。

【問い合わせ先】（県）幡多福祉保健所　健康障害課　四万十市中村山手通19　☎（34）5124

▼受付件数　2件

▼申込締切　9月27日（木）までに 電話でご予約ください

▼主　　催　高知県幡多福祉保健所

▼日　　時　10月11日（木）

▼時　　間　13時30分～15時30分

▼場　　所　高知県幡多福祉保健所
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●居宅介護支援事業所●
　ケアマネジャーを配置している事業所で、要介護認定申請の代行や要介護認定を受けられた方が居宅サービ
スを利用する場合に、ケアプランの作成を依頼するときの窓口となり、サービス提供機関と連絡、調整し、在宅生
活を支援します。

四万十市介護保険情報　VOL.14

市内の介護サービス事業所をご紹介します

住 　 所
管 理 者
電 　 話
営 業 日
（時間）
理 　 念

特色・PR

四万十市西土佐用井1110-1
濱田　絢野
(49)0011（受付時間：8:30～17:30）
月曜日～金曜日 (8:30～17:30) 土曜日・日曜日は休業、祝日
は営業
利用者の尊厳を守りやさしい介護に徹する。
状況によるご利用者・ご家族の不安や心配事の解決に向
け、医療・介護の連携強化に努め、在宅・施設サービス等を
提案していきます。
西土佐地域に加え、愛媛県鬼北町・松野町の方も担当させ
てもらっています。

▼
対
象
者

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か

　
ら
74
歳
ま
で
の
方
。

　（
生
活
習
慣
病
等
で
治
療
中
、通
院
中
の
方

　
も
主
治
医
と
ご
相
談
の
上
ぜ
ひ
受
診
し
て

　
く
だ
さ
い
。）

▼
検
査
項
目

　
身
体
計
測（
身
長
・
体
重
・B

M
I

・
腹
囲
）、
検

　
尿（
尿
糖
・
尿
蛋
白
）、血
圧
測
定
、血
液
検

　
査（H

D
L
-C

・L
D
L
-C

・
中
性
脂
肪
・A

S
T

・

　A
L
T

・γ
-G
T

・H
b
A
1
c

・
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・

　e
G
F
R

・
尿
酸
）・
診
察

　
・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
に
は
心
電
図
検

　 

査
・
眼
底
検
査
・
貧
血
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
受
診
方
法

地
区
で
の
集
団
健
診
を
受
診
す
る
場
合

　
健
診
の
２
週
間
ほ
ど
前
に
送
付
す
る
個
別 

　
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
受
付
時
間
内
に

　
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

個
別
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合

　
県
内
の
特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
で
受
診

　
で
き
ま
す
。
事
前
に
予
約
し
て
受
診
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
特
定
健
診
受
診
券（
受
診
券
は
健
診
の

　
　
２
週
間
ほ
ど
前
に
送
付
し
ま
す
。
そ
れ

　
　
よ
り
前
に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

　
　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
③
問
診
票

※
生
活
習
慣
病
と
は
、不
規
則
な
食
生
活
や

　
食
べ
す
ぎ
、運
動
不
足
等
の
生
活
習
慣
が

　
原
因
で
起
こ
る
病
気（
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・

　
高
血
圧
症
等
）の
総
称
で
す
。

　
重
症
化
す
る
と
脳
卒
中
や
心
臓
病
等
の
大

　
き
な
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
受
診
券
の
有
効
期
限
は
、平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
度
内
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係
　

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

第
45
回

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座

▼
開
催
日
時
　

　
９
月
９
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
　（
黒
潮
町
入
野
6
9
3
1-

3
）

▼
講
演
内
容

　
①
タ
バ
コ
の
罠

　
　
高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

　
　
総
合
診
療
部
　
助
教
　
北
村 

聡
子

　
②
人
生
の
最
終
段
階
を
自
分
ら
し
く
過
ご

　
　
す
た
め
に
、自
分
や
家
族
が
今
か
ら
で

　
　
き
る
こ
と

　
　
図
南
病
院 

　
　
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
　
弘
末 

美
佐

▼
参
加
費
　
無
料

　
　
　
　
　（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

▼
主
催
　
県
立
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院（
経
営
事
業
課
）

　
☎
0
8
8
0（
6
6
）2
2
2
2（
代
表
）

　（
市
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

健康維新の志士
けん　しん太郎くん

30歳代の国保の方を

対象とした若者健診も

同時実施しています!

≪居宅介護支援事業所　かわせみ≫

受けよう　特定健診
　市では、メタボリックシンドロームを中心とした生活習慣病※

の芽の早期発見・予防を目的とした特定健診を無料で実施して
います。
　生活習慣病は自覚症状なく進行します。ご自身の健康管理の
ため、年に一度は受診しましょう。
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　加齢とともに、ひざの軟骨がすり減ったりなくなったりすると、関節が変形して炎症や痛みが現れ

ることがあり、特にこれは中高年の女性に多くみられます。また、体を動かしている時には、片ひざに

は体重の約3～4倍の重さがかかるといわれ、下半身には体重以上の重みが加わっています。今回は、立

ち上がらずにできる簡単な体操をご紹介します。

　ひざが痛いので運動がおっくうだという方もぜひ取り組んでみてはいかがでしょうか。

【問い合わせ先】
　（本庁）高齢者支援課　高齢者福祉係
　☎（34）8066
　（総合支所）保健課　保健係
　☎（52）1132

一からはじめる健康玉手箱　vol.4
～ひざが痛い方のための体操～

どうすれば、

予防や悪化防止ができるの？

①太ももやひざの周りの筋肉を鍛え

　ましょう

②ひざの柔軟性を高めましょう

③適度な運動やバランスのとれた食

　事で肥満を防ぎましょう

※ひざの痛みや変形が強い場合等は、

　必ず医師に相談しましょう。

体操の紹介

そ
の
他
・
相
談

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」を

西
土
佐
で
開
催
し
ま
す
！
　

                   

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
参
加
者
で
思
い
や
悩

み
を
共
有
し
、支
え
合
う
た
め
の「
集
い
の
場
」

で
す
。

　
他
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人
ど

う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
心

が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
西
土
佐
地
域
で
の
交
流
会
で
す
。

初
め
て
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

                                      

▼
日
時
　
9
月
27
日（
木
）13
時
〜
15
時

▼
場
所
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
西
土
佐
支
所

※
家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
ご

　
一
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
中
村
地
域
か
ら
会
場
ま
で
の
バ
ス
を
運
行

　
し
ま
す
。

　
10
時
30
分
　
市
役
所（
本
庁
）　
出
発

　
12
時
　
　
　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」　

　
　
　
　
　
　
で
昼
食

　（
乗
車
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

　
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
9
月
25
日（
火
）ま

　
で
に
、左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

　
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　
☎（
３
４
）４
５
２
８

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
３
４
）０
１
７
０
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食の案内人人人
災害編

　日常でも大活躍のキッチンバサミですが、断水が起こった場合なども活用できます。
　袋を開けたりする以外にも、食材を切る時に包丁代わりに使ったり、調理後一口大に切ったりする
時にも活用でき、洗浄も簡単なので洗い物が減って便利です。

♪キッチンバサミ活用法♪
◆野菜を切る
　葉物野菜やオクラやピーマンなど、根菜類以外なら切ることができます。
◆肉を切る
　脂身や筋を切るのに威力を発揮してくれます。薄切り肉はもちろん鶏肉も切ることができます。　
　（刃に滑り止めのギザギザがついているものが、より切りやすい）
◆魚を切る
　切り身や刺身用の短柵を一口大に切ったり、サンマやアジなどをハサミでさばくこともできます。
＜注意＞肉や魚を切った時はしっかり洗浄してください。

なすの生姜炒め

＜材料＞4人分
長ナス　　　　　　 　　1～2本（300ｇ）
ピーマン　　　　　　 　2コ（80ｇ）
豚肉　　　　　　　　 　150ｇ
A  生姜　　　　　　　　1かけ分
　　　　　　　　　　    （チューブ入で可）
　  酒・みりん・しょうゆ　各大さじ２
ごま油　　　　　　　 　大さじ１/2

＜作り方＞
①なすは縦半分に切り、斜めに切る。ピー
マンは回しながら一口大の乱切りにす
る。豚肉は食べやすい大きさに切る。
②熱したフライパンに豚肉を入れ炒め、
なす、ピーマンの順に炒めていく。
③②に火が通ったらAを入れ食材にから
めたら火を止める。最後にごま油を回し
かける。

四万十市国保西土佐診療所　管理栄養士　篠田知佐

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の

就
職
な
ん
で
も
出
張
相
談

　
働
き
た
い
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る
た

め
、高
知
県
が
開
設
し
て
い
る
高
知
家
の
女

性
し
ご
と
応
援
室
が
、月
に
1
回
、出
張
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
気
持
ち
の
整
理
を
お
手
伝
い
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、長
所
や
適
性
を
知
る
た
め
の

職
業
適
性
診
断
、応
募
書
類
の
作
成
指
導
等
、

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
、女
性
相
談
員
が
き
め
細

か
く
丁
寧
に
支
援
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
　

　
9
月
18
日（
火
）・
10
月
9
日（
火
）・
11
月
20

　
日（
火
）・
12
月
13
日（
木
）・
1
月
29
日（
火
）・

　
2
月
19
日（
火
）・
3
月
12
日（
火
）

▼
時
間
　
11
時
〜
15
時

▼
場
所
　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
地
下
会
議
室

※
相
談
無
料
・
予
約
不
要

　
職
業
適
性
診
断
ご
希
望
の
方
は
、予
約
し

　
て
い
た
だ
け
る
と
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
電
話
受
付
時
間

　
月
・
火
・
木
・
土
　
9
時
〜
17
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
家
の
女
性
し
ご
と
応
援
室

　（
高
知
市
旭
町
３
丁
目
１
１
５
番
地
）

　
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
ソ
ー

　
レ
」３
階

　
☎
0
8
8（
8
7
3
）4
5
1
0

　
F
A
X
　
０
８
８（
８
０
３
）９
１
９
９

交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
を
サ

ポ
ー
ト

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）で
は
、
育
成
資
金
の
貸
付
や

介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
育
成
資
金
の
貸
付

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
亡
く

な
っ
た
り
、重
度
の
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と

に
な
っ
た
家
庭（
生
活
貧
困
家
庭
）の
児
童
を

対
象
に
、中
学
校
卒
業
ま
で
の
間
、無
利
子
で

育
成
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

・
金
額

　
一
時
金
　
15
万
5
千
円

　
入
学
支
度
金
　
4
万
4
千
円

　
月
額
　
１
万
円
ま
た
は
２
万
円

▼
介
護
料
の
支
給

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
り
、介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
に
傷
害

の
程
度
に
あ
わ
せ
て
介
護
料
を
支
給
し
ま

す
。

・
金
額

　
月
額
３
万
円
〜
13
万
円

▼
友
の
会
へ
の
入
会

　
育
成
資
金
の
貸
付
、介
護
料
の
支
給
世
帯

を
友
の
会
の
活
動
や
交
流
会
に
招
待
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
独
）自
動
車
事
故
対
策
機
構
　
高
知
支
所

　
☎
0
8
8（
8
3
1
）1
8
1
7
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「いじめ　ストップ」

【絵画の部】

・審査員特別賞

曽根　夢二 くん
（東山小学校3年）

そ ね ゆめ じ

人権週間事業「人権絵画標語展」入賞作品紹介

【標語の部】

・審査員特別賞

松岡　真優 さん
（東中筋中学校1年）

まつおか ま ゆ

それぞれの
違いを認め
つながろう

※所属校・学年は受賞当時のものです。

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

赤い靴

火星の科学

現代社会と経済倫理

人生を豊かにするスマホとの付き合い方

蝶のゆくへ

ふたりぐらし

文字渦

読み聴かせの奇跡

大山　淳子

藤井　旭

永合　位行

石川　結貴

葉室　麟

桜木　紫乃

円城　塔

森川　ひろ子

行ったり来たり大通り

えげつないいきもの図鑑

古事記

日本全国地名のひみつ

ニャンコどこいった？

秘密基地のつくりかた教えます

ぼくの島にようこそ！

わたしの森に

五味　太郎

大谷　智通

斉藤　洋

今尾　恵介

よこた　だいすけ

那須　正幹

市川　里美

アーサー・ビナード

★ 

大
人
の
た
め
の
生
涯
学
習
講
座 

★

○「
ア
ロ
マ
講
座
〜
ア
ロ
マ
ソ
ー
プ
作
り
〜
」

　
・
日
時
　
9
月
15
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
・
場
所
　
市
立
図
書
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル

　
・
講
師   

野
並 

美
佐
　
　
・
対
象
　
高
校
生
以
上

　
・
参
加
費
　 

5
0
0
円
　
　
・
定
員
　
10
人

　
・
申
込
　
事
前
申
込
制
　
　
・
主
催
　
市
立
図
書
館

★ 

列
車
の
中
で
お
は
な
し
会 

★
 

○「
土
佐
く
ろ
で
Ｇ
Ｏ
！
」

　
・
日
時
　
9
月
30
日（
日
）10
時
20
分
〜
12
時
50
分

　
・
場
所
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

　
・
対
象
　
小
学
生（
3
年
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
）

　
・
参
加
費
　 

無
料
　
　
・
定
員
　
20
人（
保
護
者
含
む
）

　
・
申
込
　
事
前
申
込
制
　
　
・
主
催
　
市
立
図
書
館

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 September

新着おすすめ8+8
９
月
28
日（
金
）　
館
内
整
理
日

9
平成30年

新着図書（363冊）

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

9月20日（木）
13時～16時

社会福祉センター
10月10日（水）
13時～16時

奥屋内下集会所
10月11日（木）
9時～12時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

《相談委員》中平　晋祐 ☎(53)2039

行政相談所

特設人権相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

10月11日（木）
9時～12時

奥屋内下集会所西土佐地域

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600
FAX（34）1601

10月10日（水）
10時～12時
13時～15時

社会福祉センター 金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料・秘密厳守）

中村地域
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日
本
一
の
ト
ン
ボ
保
護
区
を
守
る
た
め
に

　
こ
れ
ま
で
に
ト
ン
ボ
王
国
で
記
録
さ
れ
た
ト

ン
ボ
の
種
類
数
は
77
種
。1
ヶ
所
で
の
確
認
種
数

は
日
本
一
で
す
。池
作
り
や
植
生
管
理
の
徹
底
に

よ
り
、元
々
60
種
だ
っ
た
も
の
を
約
30
年
で
こ
こ

ま
で
増
加
さ
せ
ま
し
た
。住
み
着
い
て
い
る
の
は

現
在
60
種
前
後
と
推
察
さ
れ
、オ
ナ
ガ
サ
ナ
エ
な

ど
10
種
近
く
が
四
万
十
川
な
ど
近
隣
地
か
ら
、オ

オ
ギ
ン
ヤ
ン
マ
な
ど
数
種
は
沖
縄
県
な
ど
の
遠

隔
地
か
ら
台
風
な
ど
の
南
風
に
乗
っ
て
飛
来
し

て
く
る
も
の
で
す
。記
録
種
は
一
度
確
認
さ
れ
た

ら
永
久
に
消
え
ま
せ
ん
。よ
り
重
要
な
の
は
1
年

間
に
安
定
し
て
見
ら
れ
る
種
類
数
で
す
。ト
ン
ボ

王
国
で
は
2
0
０
４
年
か
ら
昨
年
ま
で
ず
っ
と

60
種
以
上
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、ト
ン

ボ
王
国
が
日
本
一
の
ト
ン
ボ
保
護
区
た
る
所
以

で
す
。
ち
な
み
に
、よ
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
静
岡

県
磐
田
市
桶
ヶ
谷
沼
で
は
、極
力
人
手
を
加
え
な

い
方
針
で
、同
じ
く
約
30
年
で
記
録
種
70
種
。
オ

オ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
4
種
が
絶
滅
状
態
で
、年
間

に
確
認
で
き
る
の
は
現
在
40
種
ほ
ど
だ
そ
う
で

す
。
　
し
か
し
、ト
ン
ボ
王
国
の
ト
ン
ボ
類
も
生
態
系

も
磐
石
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。休
耕
田
の
増
加
で
ア

キ
ア
カ
ネ
な
ど
の
赤
ト
ン
ボ
類
が
激
減
、カ
ト
リ

ヤ
ン
マ
は
風
前
の
灯
で
す
。
ま
た
、夏
季
の
異
常

高
温
と
少
雨
の
影
響
で
、ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
や
マ

イ
コ
ア
カ
ネ
な
ど
が
減
少
。
さ
ら
に
、ウ
シ
ガ
エ

ル
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
、在
来
生
物
を
食

害
す
る
帰
化
動
物
の
繁
殖
も
脅
威
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ト
ン
ボ
王
国
で
は
詳
細
な
環
境
調
査
を
通
し
、

日
々
、水
周
り
や
植
生
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
や
、豊
か
な
生
態
系
の
保
全
は
人
手
抜
き
に
は

語
れ
な
い
の
で
す
。

催
し
の
お
知
ら
せ

家
族
対
抗
組
み
合
わ
せ
パ
ズ
ル
大
会

▼
開
催
日
　
9
月
16
日（
日
）

　
10
時
〜
11
時
30
分
、
14
時
〜
15
時
30
分
の
2
回

　（
い
ず
れ
も
表
彰
式
を
含
む
）

▼
内
容

　
小
学
生
を
含
む
1
チ
ー
ム
3
人
と
し
、3
種
類

　
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
組
み
合
わ
せ
パ
ズ
ル
を
そ
れ

　
ぞ
れ
5
分
間
ず
つ
組
み
合
わ
せ
、正
解
総
数
で

　
優
劣
を
競
い
ま
す
。

▼
参
加
費

　
無
料
。
た
だ
し
、四
万
十
川
学
遊
館
の
入
館
料

　
が
必
要
。

▼
募
集
　
午
前
・
午
後
と
も
10
チ
ー
ム（
要
予
約
）

学
遊
館
ク
ラ
ブ
　
フ
ナ
釣
り

▼
開
催
日

　
10
月
7
日（
日
）9
時
〜
12
時
　
※
雨
天
中
止

▼
内
容

　
ト
ン
ボ
池
で
ミ
ミ
ズ
を
エ
サ
に
し
て
ギ
ン
ブ

　
ナ
や
コ
イ
な
ど
を
釣
り
ま
す
。

　
釣
竿
な
ど
の
道
具
は
用
意
し
ま
す
。釣
れ
た
フ

　
ナ
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▼
参
加
資
格

　
会
員
ま
た
は
四
万
十
川
学
遊

　
館
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
所
有

　
者（
当
日
手
続
き
可
能
）で
小

　
学
生
先
着
20
名
。ご
家
族
の
参

　
加
も
歓
迎
し
ま
す
。＊
要
予
約

（
公
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会

☎（
３
７
）４
１
１
０

　
日
本
に
来
て
三
年
半
も
経
ち
ま
し

た
。中
国
に
帰
る
た
び
に
、現
在
の
流
行

に
つ
い
て
い
け
な
い
と
感
じ
ま
す
。中

国
I
T
業
界
が
急
速
に
発
展
し
、三
、四

年
前
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。都
会
は
も
ち
ろ
ん
、

田
舎
の
小
さ
い
売
店
や
屋
台
で
も
、携

帯
で
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
だ
け
で

支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
こ
こ
一
年
明
ら
か
に
感
じ
た
も
う
一

つ
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
多
く

の
中
国
人
、特
に
平
日
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
人
々
が
、
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
驚
く
ほ
ど
利
用
し
て
い
る

こ
と
で
す
。現
在
ほ
と
ん
ど
の
飲
食
店

が
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。利
用
者
が
ス
マ
ホ
で
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
注
文
す
る
と
、

中
国
の
デ
リ
バ
リ
ー

ブ
ー
ム

国際交流員コラム

そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
の
専

用
バ
イ
ク
便
が
各
飲
食
店
ま
で
注
文
内

容
を
取
り
に
向
か
い
、そ
し
て
利
用
者

の
指
定
場
所
ま
で
配
達
し
ま
す
。昼
前

に
注
文
と
支
払
い
を
済
ま
せ
、ラ
ン
チ

タ
イ
ム
に
お
弁
当
が
届
き
ま
す
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
に
よ
っ
て
配

達
員
の
バ
イ
ク
や
制
服
の
色
は
違
い
ま

す
。暑
い
夏
で
も
荒
天
で
も
、特
に
昼
に

な
る
と
、街
中
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
中

に
、色
と
り
ど
り
の
配
達
員
の
姿
が
た

く
さ
ん
現
れ
ま
す
。中
国
の
友
達
た
ち

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、外
食
よ
り
デ
リ
バ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
理
由
の
一

つ
は
、少
し
で
も
時
間
を
節
約
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。夜
に
残
業
し
な
い

よ
う
に
、昼
間
の
時
間
を
で
き
る
だ
け

仕
事
に
使
い
た
い
よ
う
で
す
。も
ち
ろ

ん
、フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
は
昼
の
お
弁

当
に
限
ら
ず
、午
後
に
コ
ー
ヒ
ー
や
ス

イ
ー
ツ
、夜
遅
い
時
間
に
夜
食
を
注
文

す
る
人
も
少
な
く
な
い
で
す
。

問 

観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

四
万
十
市
国
際
交
流
員

田  

小
嬌
（
中
国
）

2
0
1
5
年
4
月
9
日
〜

デ
ン

シ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ

7月に富士山初登頂
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募

 

集

催

 

し

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

森
 

萌
乃
夏

宗
石
 

葵
斗

川
島
 

涼
羽

川
島
 

歩
叶

岡
本
 

風
雅

白
木
 

愛
和

江
口
 

遼

深
木
 

菜
帆

押
谷
 

柚
姫
叶

藤
本
 

蒼
士

山
崎
 

奏
多

山
下
 

莉
李
華

小
野
 

彩
葉

熊
岡
 

優
芽

敷
地
 

優
空

後
田
 

陽
向

尾
﨑
 

笑
菜

江
口
 

伊
織

森
岡
 

笑
満

池
田
 

京
華

村
上
 

栞
菜

ほ
の
か

あ
お
と

す
ず
は

ほ
の
か

ふ
う
が

あ
お

り
ょ
う

な
ほ

ゆ
め
か

あ
お
し

か
な
た

ら
い
か

い
ろ
は

ゆ
め

ゆ
う
あ

ひ
な
た

え
な

い
お
り

え
ま

こ
と
は

か
ん
な

和
史

真
幸

大大健
太

大
介

守
幸

俊
行

実
幸

英猛
志

健
正

健
太

朋
希

孝
文

翔
平

章
弘

昌
誌

栄
治

孝
司

直
樹

（
平
成
30
・
８
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
30
・
７
・
５
届
出
分
ま
で
）

具
同
田
黒

中
村
栄
町

中
村
京
町

中
村
東
町

不

破

角

崎

中
村
丸
の
内

安

並

古

津

賀

具

同

有

岡

九

樹

下

田

下

田

平

野

蕨

岡

甲

奥

鴨

川

田
野
川
甲

久

保

川

65677489708684886858708990879890679589

中
村
東
町

右

山

右

山

右

山

右
山
元
町

右
山
元
町

右
山
天
神
町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

具

同

赤

松

町

国

見

竹

島

鍋

島

敷

地

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
江
川
﨑

村
島
 

　
司

岩
井
 

　

片
山
 

勝
也

橋
村
 

徹
夫

中
島
 

清
則

上
岡
 

峰
子

加
用
 

敬
一
郎

山
本
 

文
子

高
岡
 

年
穗

川
村
 

眞
德

弘
田
 

悦
得

大
原
 

昭
子

島
村
 

誠
夫

森
岡
 

一

井
上
 

浪
子

谷
口
 

寛

朝
比
奈
 
正

久
保
田
 
庫
喜

岡
村
 

幸
夫

鵜

ノ

江

西
土
佐
橘

西
土
佐
西
ケ
方

669679

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）
１

１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

（
平
成
30
・
８
・
５
届
出
分
ま
で
）

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

谷
岡
 

雅
史

（
旧
姓：

山
﨑
）

稲
戸
 

文
子

山
﨑
 

芳
野

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く159159

「
も
し
も
し
、
お
母
さ
ん
い
る
？
」

「
い
ら
な
い
」

「
お
父
さ
ん
は
？
」

「
知
ら
な
い
」

　
電
話
の
応
対
に
出
た
子
ど
も
と
の

や
り
と
り
で
す
。
笑
い
話
か
実
話
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
代
家
庭
の

実
態
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
絶
妙
な
会

話
で
す
。
こ
ん
な
家
族
が
い
つ
頃
か

ら
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

電
話
で
の
応
対
で
済
ん
で
い
る
う
ち

は
ま
だ
よ
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま

す
。
い
ま
で
は
笑
う
に
笑
え
な
い
、

す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
た

家
族
の
状
況
が
、
毎
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
、
こ
れ
で
限
界
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
と
、
日
替
わ
り
で
飛
び
込

ん
で
く
る
親
の
幼
児
虐
待
の
ニ
ュ
ー

ス
に
身
も
心
も
凍
り
付
い
て
し
ま
い

ま
す
。
い
つ
か
ら
こ
ん
な
日
本
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
東
京
都
目
黒
区
で
、
両
親
か
ら
の

虐
待
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

船
戸
結
愛
（
ゆ
あ
）
ち
ゃ
ん
（
５
）
。

寒
い
夜
ベ
ラ
ン
ダ
に
放
置
さ
れ
、
ア

カ
ギ
レ
と
シ
モ
ヤ
ケ
だ
ら
け
の
全
身

を
一
晩
中
耐
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
　
１
月
下
旬
頃
よ
り
食
事
も
十
分
に

与
え
ら
れ
ず
、
や
せ
細
っ
た
体
は
、

医
師
の
診
察
も
な
く
、
３
月
２
日
、

肺
炎
と
肺
血
症
で
死
亡
し
ま
し
た
。

　
父
親
の
暴
力
に
何
の
口
出
し
も
出

来
ず
に
い
た
母
親
も
共
に
逮
捕
さ
れ

ま
し
た
。

　
死
の
直
前
ま
で
毎
日
の
よ
う

に
、
切
実
な
思
い
を
大
学
ノ
ー
ト

に
つ
づ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
抜
粋
し
ま
す
。

『
パ
パ
と
マ
マ
に
い
わ
れ
な
く

て
も
し
っ
か
り
と
じ
ぶ
ん
か
ら

き
ょ
う
よ
り
か
あ
し
た
は
も
っ

と
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
ら

も
う
お
ね
が
い
ゆ
る
し
て
　
ゆ

る
し
て
く
だ
さ
い
　
お
ね
が
い

し
ま
す
　
も
う
ほ
ん
と
う
に
お

な
じ
こ
と
は
し
ま
せ
ん
　
ゆ
る

し
て

き
の
う
ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
な
か
っ

た
こ
と
　
こ
れ
ま
で
ま
い
に
ち

ま
い
に
ち
や
っ
て
き
た
こ
と
を

な
お
す
　
こ
れ
ま
で
ど
ん
だ
け

あ
ほ
み
た
い
に
あ
そ
ん
だ
か
　

あ
そ
ぶ
っ
て
あ
ほ
み
た
い
だ
か

ら
　
や
め
る
か
ら
　
も
う
ぜ
っ

た
い
ぜ
っ
た
い
や
ら
な
い
か
ら

ね
　
ぜ
っ
た
い
や
く
そ
く
し
ま

す
』
　
わ
ず
か
五
歳
の
女
の
子
が
、
全

身
全
霊
で
書
き
遺
し
た
文
章
を

捜
査
官
も
泣
き
な
が
ら
読
み
上
げ
た

と
い
い
ま
す
。
（
書
き
写
し
な
が
ら

私
も
こ
み
上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
）
　
友
達
と
も
や
ん
ち
ゃ
し
な
が

ら
、
ま
わ
り
に
甘
え
な
が
ら
、
大

き
く
な
り
た
か
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
保
育
所
に
も
行
か
れ
ず
―

普
通
に
大
き
く
な
れ
な
か
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。
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猫の苦情が増えています

動物の愛護および管理に関する法律や家庭

動物等の飼養および保管に関する基準等の

法令を遵守してください。

ルールにのっとらない無責任なエサやりは、

周辺住民の方の迷惑になることがあります。

環境生活課
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「公家大名」としての土佐一條氏

　戦乱の世を生き抜くうえで、周囲の実力者と

の関係を持つことは重要な戦略の一つである。

　一條教房が同じ幡多の加久見氏と婚姻を結

び、房家が生まれたことは前回も記したが、房

家の長男・房冬の正室は京都から下向した玉姫

（伏見宮邦高親王の王女）、側室は大内氏（山口）

の娘であり、二男・房通は京都の一條家と養子

縁組を結んでいる。また、房冬の子・房基も九州

の有力大名・大友義鑑の娘と結婚し、その子ら

も大友氏や伊東氏（南九州）、宇都宮氏（愛媛）と

婚姻を結んだ。

　このように土佐一條氏は京都との関係を保

ち、公家としての一面を持ちつつ、幡多での勢

力を拡大するため周辺諸国との関係を築き、自

ら隣国へ侵攻していくという「公家大名」とし

ての姿勢を確立していったのである。

　一方その頃、土佐の中央部における有力者・

長宗我部氏の勢力も拡大しつつあった。一條房

基と対立関係にあった長宗我部国親は幼少の

頃、戦乱に巻き込まれた際、皮肉にも房基の祖

父である房家により保護された過去があった。

（以下次号）

■玉姫の墓（中村新町）
　身分の高い女性でさえほとんど

記録が残されていない当時にし

て、玉姫についてはわずかだが言

及した書物があり、その身分が別

格であったことが伺える。

■永禄3（1560）年頃の大名勢力図
　色で塗られた所が一條氏と姻戚関係があった。豊後水道

周辺の有力大名と関係を結んでいることから、一條氏が海

運を有利に働かせようしていたことが伺える。

一
條
家
か
ら
始
ま
る
中
村
物
語
⑥

一
條
家
か
ら
始
ま
る
中
村
物
語
⑥

土佐の小京都中村550
年祭祭

合同結婚式・夜神楽奉納

　7月21日、不破八幡宮にて合同結婚式・
夜神楽奉納を行いました。合同結婚式に
は、諸事情により結婚式を挙げていな
かった3組のご夫婦が参加し、家族・友人・
地域の方々から祝福されました。
　また、津野山神楽(梼原町)・幡多神楽(四
万十町)・池川神楽(仁淀川町)の3神楽が奉
納され、勇壮な舞やユーモアたっぷりの
演舞に多くの観客が魅了されました。

よさこい四万十2018

　8回目の今年は約30チームが参加予定！総勢1,000人を超える
踊り子たちが市内で舞い踊ります。フィナーレ(天神橋アーケー
ド)では、チームの垣根を越えて全チームが一斉に乱舞！総踊りは
よさこい四万十でしか見ることができません。この一大イベント
をお見逃しなく！

▶日　時　9月16日（日）9時30分～19時（予定）
▶演舞場　中村駅、不破八幡宮、中村病院駐車場、天神橋アーケード、東下町、一条通

【問い合わせ先】中村商工会議所内 よさこい四万十実行委員会　☎(34)4333

のりふさ

ふさみち

よしあき

ふさいえ

ふさふゆ

ふさもと

ふしみのみやくにたかしんのう

たまひめ

か

い

ちょう そ か

くにちか

べ

う つ の み やとう

く み

31

平
成
30
年
9
月
号



㈲夕部設備

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備
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9月 1日

2日

8日

9日
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16日

17日
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23日

24日

29日

30日

10月 6日

7日

8日
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３５）５９９６

３３）０６６０

３５）３４５８

３７）３３８３

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111
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9月実施の統計調査

【問い合わせ先】（県）総務部 統計分析課　☎088(823)9344

調　査　名 該当地区

労働力調査 有岡

毎月勤労統計調査（二種） 荒川、楠島、国見

個人企業経済調査
中村一条通、大橋通、新町、天神橋、
山手通、東下町、本町、栄町、於東町

市民病院

さくらクリニック

市民病院

吉井病院

佐々木整形外科

森下病院

さたけ小児科

市民病院

幡多病院
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7
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☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）5 0 0 5

☎（ 3 4 ）7 1 7 7

☎（ 3 4 ）2 0 3 0

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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16,596
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「広報しまんと」10月号は
9月26日(水)発送予定です
「広報しまんと」10月号は
9月26日(水)発送予定です
「広報しまんと」10月号は
9月26日(水)発送予定です

有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース
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